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第
二
次
新
田
文
庫
暫
定
目
録
（
一
）

 

池　

田　

光　

子

前
言

本
資
料
目
録
は
、
大
阪
大
学
が
所
蔵
す
る
「
第
二
次
新
田
文
庫
」

の
目
録
で
あ
る
。
第
二
次
新
田
文
庫
と
は
、
懐
徳
堂
の
歴
代
学
主

を
輩
出
し
た
中
井
家
の
子
孫
に
あ
た
る
新
田
和
子（
生
没
年
未
詳
）

が
、
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
に
、
懐
徳
堂
・
友
の
会
を
経

て
、
大
阪
大
学
に
寄
贈
し
た
資
料
群
で
あ
る
。
な
お
、
寄
贈
の
経

緯
や
二
種
の
仮
目
録
の
紹
介
、
目
録
整
備
の
必
要
性
等
に
つ
い
て

は
、
拙
稿
「
第
二
次
新
田
文
庫
に
つ
い
て
」（
本
誌
第
十
二
号
、

二
〇
二
一
年
二
月
）
に
ま
と
め
て
い
る
。
こ
の
内
容
を
踏
ま
え
、

第
二
次
新
田
文
庫
に
つ
い
て
、
以
下
、
簡
単
に
紹
介
す
る
。

懐
徳
堂
は
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
に
大
坂
に
誕
生
し
た
学

問
所
で
あ
る
。
隆
盛
時
に
は
昌
平
黌
と
並
び
称
さ
れ
る
ほ
ど
で

あ
っ
た
が
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
閉
校
と
な
る
。
関
連
資

料
は
一
部
売
却
、
ま
た
は
関
係
各
所
に
分
配
さ
れ
、
ま
と
ま
っ
た

形
で
は
受
け
継
が
れ
な
か
っ
た
。
散
在
す
る
関
連
資
料
を
精
力
的

に
蒐
集
し
、
保
存
に
努
め
た
の
が
、
懐
徳
堂
最
後
の
預
か
り
人
・

中
井
桐
園
（
一
八
二
三
～
一
八
八
一
）
の
子
で
あ
る
中
井
木つ

菟ぐ

麻ま

呂ろ

（
一
八
五
五
～
一
九
四
三
）
で
あ
る
。
木
菟
麻
呂
は
、
こ
れ
ら

の
蒐
集
し
た
資
料
を
数
回
に
分
け
て
懐
徳
堂
記
念
会
に
寄
贈
し
た

が
、
一
部
を
手
元
に
遺
し
た
。
そ
の
資
料
を
受
け
継
い
だ
の
が
、

異
母
妹（
後
に
養
女
）の
終
子（
一
八
七
七
～
一
九
五
五
）で
あ
る
。

終
子
は
、
木
菟
麻
呂
の
意
思
を
受
け
継
ぎ
、
懐
徳
堂
関
連
資
料

の
保
存
に
努
め
る
と
と
も
に
、
木
菟
麻
呂
の
活
動
記
録
（
懐
徳
堂

及
び
ロ
シ
ア
正
教
会
関
連
）
や
著
作
類
も
整
理
し
、
懐
徳
堂
関
連
資

料
と
併
せ
て
、養
女
・
和
子
へ
と
託
し
た（
新
田
は
嫁
し
た
先
の
姓
）。

和
子
は
、
終
子
の
活
動
記
録
に
つ
い
て
も
整
理
・
保
存
し
、
受

け
継
い
だ
資
料
と
併
せ
て
新
田
家
に
保
管
し
て
い
た
。
し
か
し
、
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保
存
場
所
の
関
係
上
、
か
さ
ば
る
書
籍
類
を
中
心
に
し
た
も
の
を

吹
田
市
内
の
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
に
寄
託
し
、
終
子
が
特
に
保
管

を
遺
言
し
た
印
章
な
ど
を
含
む
残
り
の
資
料
を
新
田
家
で
保
管
す

る
こ
と
に
し
た（
１
）。

後
に
、
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
へ
寄
託
し
て
い
た

分
が
、
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
に
大
阪
大
学
へ
と
寄
贈
さ

れ
、
現
在
は
「
第
一
次
新
田
文
庫
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

新
田
家
で
最
後
ま
で
保
管
し
て
い
た
資
料
群
が
、
第
二
次
新
田
文

庫
に
該
当
す
る
。

第
一
次
、
第
二
次
と
も
に
資
料
の
内
容
は
大
き
く
次
の
三
つ
に

分
類
で
き
る
。

①
懐
徳
堂
及
び
水
哉
館（
２
）関
連
資
料

②
木
菟
麻
呂
自
身
に
関
連
す
る
資
料

③
終
子
に
関
す
る
資
料

前
述
の
と
お
り
、
木
菟
麻
呂
は
①
の
一
部
を
手
元
に
遺
し
、
他

は
全
て
懐
徳
堂
記
念
会
に
寄
贈
し
て
い
る
。
手
元
に
遺
し
た
判
断

基
準
は
現
時
点
で
未
詳
だ
が
、
第
一
次
、
第
二
次
、
そ
れ
ぞ
れ
の

新
田
文
庫
が
所
蔵
す
る
①
は
、
懐
徳
堂
四
代
学
主
中
井
竹
山
（
一

七
三
〇
～
一
八
〇
四
）
や
そ
の
弟
履
軒
（
一
七
三
二
～
一
八
一
七
）

を
始
め
と
す
る
中
井
家
の
人
々
の
草
稿
類
や
書
簡
、
文
具
、
そ
し

て
終
子
が
家
で
の
保
管
を
望
ん
だ
印
章
類
が
主
な
物
で
あ
り
、「
懐

徳
堂
」
と
言
う
よ
り
は
、
中
井
家
の
私
的
資
料
と
言
う
性
質
を
強

く
感
じ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
こ
れ
が
一
つ
の
判
断
基
準
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
②
は
、
木
菟
麻
呂
が
懐
徳
堂
ま
た

は
水
哉
館
を
復
興
す
る
た
め
の
活
動
記
録
や
、
入
信
し
て
い
た
ロ

シ
ア
正
教
会
に
関
す
る
活
動
記
録
、
そ
し
て
長
年
に
わ
た
る
日
記

類
で
あ
る
。
特
に
日
記
類
は
当
時
の
事
を
時
系
列
で
知
る
こ
と
が

で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
な
お
、
終
子
も
ロ
シ
ア
正
教
会
に

入
信
し
て
お
り
、
③
に
は
そ
れ
ら
の
記
録
が
遺
っ
て
い
る
。
ま
た
、

終
子
の
私
塾
（
楓
幃
塾
）
に
入
塾
し
て
い
た
清
国
留
学
生
お
よ
び

そ
の
父
兄
と
の
書
簡
や
、
東
京
女
子
神
学
校
や
大
阪
の
梅
花
高
等

女
学
校
で
の
勤
務
に
関
わ
る
記
録
な
ど
も
見
ら
れ
る
。
以
上
に
紹

介
し
た
資
料
の
特
徴
を
総
括
す
る
と
、
新
田
文
庫
と
は
、
中
井
家

資
料
群
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

第
二
次
新
田
文
庫
が
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
を
真
っ
先
に
伝
え
た
の

は
、「
中
井
家
資
料
（
旧
新
田
文
庫
）」（『
懐
徳
』
第
五
十
二
号
、

懐
徳
堂
記
念
会
、
一
九
八
三
年
十
二
月
）
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
ト

ル
に
も
表
れ
て
い
る
と
お
り
、
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
に

寄
贈
を
受
け
た
第
一
次
分
に
つ
い
て
は
、
旧
蔵
者
の
姓
を
付
け
、

「
新
田
文
庫
」
と
し
た
が
、
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
寄
贈

の
第
二
次
分
の
資
料
内
容
も
鑑
み
、
第
一
次
と
第
二
次
と
を
併
合

し
て
「
中
井
家
資
料
」
と
名
付
け
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
名
称
は
呼
称
と
し
て
定
着
せ
ず
、
現

在
も
「
新
田
文
庫
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
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新
田
文
庫
は
中
井
家
の
私
的
資
料
群
で
は
あ
る
が
、
懐
徳
堂
や

日
本
に
お
け
る
ロ
シ
ア
正
教
会
の
活
動
を
窺
う
上
で
有
益
な
資
料

が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
第
一
次
、
第
二
次
と
も
に
、

そ
の
内
容
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
目
録
が
無
か
っ
た
た
め
か
、
文

庫
の
存
在
は
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
の
無
い
ま
ま
伝
え
ら
れ
て
き

た
。
筆
者
は
そ
の
状
況
を
受
け
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
と

翌
年
と
に
分
け
て
第
一
次
新
田
文
庫
の
目
録
を
作
成
し
た（
３
）。
そ
う

し
て
数
年
前
よ
り
、
第
二
次
分
の
作
成
に
も
着
手
し
た
が
、
作
業

は
予
想
よ
り
も
難
航
し
、
未
だ
に
完
成
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
作

業
が
遅
延
し
て
い
る
主
な
原
因
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
除
き
、
以
下
の

二
点
に
あ
る
。
一
つ
が
、
資
料
数
で
あ
る
。
前
掲
の｢

中
井
家
資

料
（
旧
新
田
文
庫
）｣

に
は
、
大
凡
の
資
料
点
数
が
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
択
本
類
・
道
具
類
な
ど
は
省
略
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
省

略
さ
れ
て
い
る
項
目
の
資
料
に
加
え
、
資
料
点
数
が
判
明
し
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
も
、「
一
点
」
の
中
に
複
数
の
資
料
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
多
々
有
り
、
予
想
を
上
回
る
調
査
時
間
が
必
要
と

な
っ
た
。
も
う
一
つ
が
、
資
料
の
所
在
で
あ
る
。
第
二
次
新
田
文

庫
の
一
部
の
資
料
は
、
懐
徳
堂
文
庫
内
に
散
在
し
て
お
り
、
そ
の

捜
索
が
必
要
作
業
と
な
っ
た
た
め
、
予
定
し
て
い
た
よ
り
も
大
幅

に
時
間
が
必
要
と
な
っ
た
。
な
お
、
第
一
次
新
田
文
庫
は
、
受
入

の
際
に｢

Ｅ｣

か
ら
始
ま
る
連
番
を
付
し
て
い
る
（
Ｅ
の
後
ろ
に

数
字
の
連
番
）。
第
二
次
も｢

Ｆ｣

か
ら
始
ま
る
連
番
が
付
さ
れ

て
い
る
た
め
、
番
号
が
途
切
れ
る
と
資
料
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
こ
の
欠
落
し
た
資
料
の
探
索
に
加
え
、｢

Ｆ｣

を
示

す
印
が
剥
落
し
て
い
る
資
料
も
あ
り
、
第
二
次
新
田
文
庫
資
料
で

あ
る
か
の
判
断
で
時
間
を
費
や
す
こ
と
も
あ
っ
た
。

第
二
次
新
田
文
庫
資
料
が
雑
然
と
し
た
状
況
と
な
っ
て
い
る
正

確
な
理
由
は
不
明
だ
が
、
そ
の
資
料
の
殆
ど
が
器
物
で
あ
る
こ
と
が

原
因
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
懐
徳
堂
文
庫
は
大
阪
大
学

附
属
図
書
館
の
管
理
下
に
あ
る
。
し
か
し
、
書
籍
は
図
書
館
所
蔵

だ
が
、
器
物
は
大
阪
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
（
文
学
部
）
に

属
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
図
書
館
側
の
基
本
的
な
姿
勢
と
し
て
は
、

資
料
保
存
の
観
点
か
ら
、
懐
徳
堂
文
庫
内
で
器
物
も
預
か
る
が
、

そ
の
配
置
や
状
態
な
ど
に
つ
い
て
は
人
文
学
研
究
科
（
文
学
部
）
ま

た
は
懐
徳
堂
記
念
会
に
任
せ
る
、
と
言
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
事
を

示
す
よ
う
に
、
時
折
、
懐
徳
堂
記
念
会
も
し
く
は
懐
徳
堂
研
究
セ

ン
タ
ー
が
整
理
し
よ
う
と
し
て
い
た
痕
跡
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
っ

た（
４
）。
な
お
、
書
籍
と
器
物
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
に
つ
い
て
は
、
竹
腰

礼
子
「
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
の
な
り
た
ち
と
蒐
集
の
経
緯
」（『
懐

徳
』
第
七
十
号
、
懐
徳
堂
記
念
会
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）
に
詳
し
い
。

以
上
に
述
べ
た
理
由
か
ら
、
本
目
録
は
未
だ
完
成
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
漸
く
Ｆ
59
ま
で
の
資
料
は
欠
落
な
く
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
全
体
の
三
分
の
一
程
度
で
は
あ
る
が
、
一
旦

こ
こ
ま
で
を
報
告
す
る
。「（
一
）」
と
し
た
所
以
で
あ
る
。
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資
料
紹
介

第
二
次
新
田
文
庫
の
正
式
な
目
録
は
無
い
が
、
直
接
資
料
を
見
た

研
究
者
た
ち
や
、
懐
徳
堂
の
資
料
を
用
い
た
展
覧
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で

の
展
示
を
含
む
）
な
ど
に
よ
って
、一部
の
第
二
次
新
田
文
庫
の
貴
重

資
料
は
、
公
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
も
含
め
、
改
め
て
Ｆ
59
ま
で

の
中
で
、
特
筆
す
べ
き
と
判
断
し
た
資
料
数
点
を
左
に
紹
介
す
る
。

Ｆ
１　

寄
附
寄
贈
物
謝
礼
書
類

寄
贈
感
謝
状
類
と
資
料
名
を
列
記
し
た
大
福
綴
じ
の
資
料

と
が
含
ま
れ
る
。
前
者
の
感
謝
状
類
の
中
に
は
、「
懐
徳
堂

刻
額
」
が
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
木
菟
麻
呂
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る（
５
）。
後
者
は
、

現
在
、
懐
徳
堂
の
貴
重
資
料
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
一
三
二
点

の
資
料
名
が
挙
げ
ら
れ
、
値
段
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

作
成
日
は
同
梱
の
資
料
か
ら
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）

頃
と
推
測
さ
れ
る
。
表
に
は
「
猶
高
く
も
安
く
も
出
来
升
」

と
書
付
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
作
成
さ
れ
た
の
か
、

今
後
の
調
査
が
俟
た
れ
る
。

Ｆ
３　

天
生
入
信
期
関
係
短
冊

「
天
生
」
と
は
木
菟
麻
呂
の
号
の
一
つ
で
あ
る
。
木
菟
麻
呂

は
か
つ
て
懐
徳
堂
内
に
住
ん
で
い
た
医
師
小
林
見
宜
の
子
孫

（
小
林
見
蔵
）
か
ら
ロ
シ
ア
正
教
会
の
教
え
を
聞
い
た
こ
と
を

切
っ
掛
け
に
入
信
し
た
。
二
十
四
歳
と
な
る
明
治
十
一
年
（
一

八
七
八
）
に
は
洗
礼
を
受
け
、
そ
の
後
は
日
本
に
お
け
る
ロ

シ
ア
正
教
布
教
の
中
心
人
物
で
あ
る
ニ
コ
ラ
イ
・
カ
サ
ー
ト

キ
ン
（
一
八
三
六
～
一
九
一
二
）
を
助
け
、
聖
書
や
祈
祷
書

類
の
翻
訳
に
取
り
組
ん
だ
。
な
お
、
ロ
シ
ア
正
教
会
の
布
教

に
お
け
る
木
菟
麻
呂
の
業
績
は
、
非
常
に
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る（
６
）、
竹
田
健
二
『
市
民
大
学
の
誕
生
―
大
坂
学
問
所
懐
徳

堂
の
再
興
―
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、二
〇
一
〇
年
）。し
か
し
、

儒
学
奢
の
家
系
で
あ
っ
た
た
め
、
縁
者
か
ら
は
強
い
反
発
が

あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
「
窘き
ん

逐ち
く
（
迫
害
）」
を
受
け
た
と
記

す
記
述
が
、
本
資
料
で
は
確
認
で
き
る
。
併
せ
て
、
加
古
川

で
伝
導
し
て
い
た
時
期
の
信
者
と
の
や
り
取
り
を
示
す
資
料

も
あ
り
、
木
菟
麻
呂
の
ロ
シ
ア
正
教
に
お
け
る
初
期
の
活
動

状
況
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
有
益
な
資
料
と
思
わ
れ
る
。

Ｆ
６　

中
井
竹
山
書
西
岡
詩
三
行
書

印
や
書
体
か
ら
竹
山
自
筆
資
料
と
思
わ
れ
る
。「
右
西
岡

寓
居　

竹
山
」
と
署
名
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
竹
山
が
明

和
元
年
（
一
七
六
四
）
に
妻
の
実
家
で
あ
る
西
岡
革
島
家
に

仮
寓
し
た
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
の
詩
文
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
『
西
岡
集
』
と
対
照
す
る
こ
と
で
、
よ
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り
情
報
が
得
ら
れ
る
と
予
測
し
て
い
る
。

Ｆ
12　

履
軒
肖
像

履
軒
の
肖
像
画
で
最
も
著
名
な
も
の
は
、
懐
徳
堂
文
庫
が

所
蔵
す
る
「
中
井
履
軒
像
」
で
あ
る
。
本
資
料
は
、
こ
の
「
中

井
履
軒
像
」
と
構
図
が
同
一
、
且
つ
「
中
井
履
軒
像
」
と
同

様
、
下
絵
段
階
の
も
の
で
あ
る
。
双
方
の
履
軒
肖
像
画
の
関

係
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
複
数
作
成
さ
れ
た

絵
様
の
一
つ
で
あ
ろ
う（
７
）。
異
な
る
の
は
、
肖
像
画
と
共
に
貼

り
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。「
中
井
履
軒
像
」
は
履

軒
の
墓
誌
銘
拓
本
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
が
、
本
資
料
は
「
会

虞　

観
天
地
第
一
」
と
題
す
る
履
軒
の
自
筆
草
稿
三
枚
が
上

部
に
貼
付
さ
れ
て
い
る（
８
）。

冒
頭
に
「
朕
、
宇
宙
の
間
に
遊
ぶ

こ
と
七
十
載
」
と
書
き
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
履
軒
七

〇
歳
の
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
の
時
点
で
あ
る
と
わ
か

る
。（
湯
城
吉
信
「
中
井
履
軒
の
宇
宙
観
―
そ
の
天
文
関
係

図
を
読
む
―
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
五
七
集
、
日
本
中

国
学
会
、
二
〇
〇
五
年
）
肖
像
画
と
「
会
虞
」
と
を
併
せ
た

意
図
は
不
明
だ
が
、
履
軒
の
学
問
姿
勢
に
つ
い
て
、
本
資
料

の
制
作
者
の
意
図
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。

Ｆ
21　

履
軒
宛
奉
公
人
（
ま
つ
）
請
状

本
資
料
は
、
奉
公
人
「
ま
つ
」
の
請
状
（
雇
い
主
に
で
あ

る
履
軒
に
出
し
た
誓
約
書
）
を
軸
装
し
た
も
の
で
あ
る
。
前

掲
の
加
地
伸
行
「
懐
徳
堂
物
語
（
二（
９
））」
に
、
既
に
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
加
地
に
よ
る
と
、
本
資
料
は
、
中
井
家
の

床
の
間
に
飾
る
掛
け
軸
（
月
二
回
か
け
直
し
）
の
一
つ
（
十

二
月
）
で
あ
る
。
中
井
家
の
床
の
間
を
飾
る
一
つ
と
し
て
、

こ
の
資
料
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
は
不
明

だ
が
、
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

Ｆ
22　

飯
岡
義
斎
与
女
（
し
づ
＝
梅
し
）
書
簡

「
し
づ
」
と
は
頼
梅ば
い

颸し

（
一
七
六
〇
～
一
八
四
四
）
の
名
。

梅
颸
は
頼
春
水
の
妻
で
あ
り
、
山
陽
の
母
で
あ
る
。
歌
人
と

し
て
も
活
躍
し
た
。
飯
岡
義
斎
と
は
、
大
阪
の
儒
者
で
あ
り

梅
颸
の
父
で
あ
る
。
春
水
が
結
婚
す
る
と
き
、
懐
徳
堂
四
代

学
主
で
あ
る
中
井
竹
山
が
仲
人
を
務
め
た
。
本
資
料
が
新
田

文
庫
に
受
け
継
が
れ
た
理
由
は
不
明
だ
が
、
竹
山
の
子
の
碩

果
が
梅
颸
の
姪
を
め
と
る
な
ど
、
両
家
の
関
係
は
深
く
、
そ

の
繋
が
り
を
示
す
一
つ
と
捉
え
ら
れ
る
。

Ｆ
31　

履
軒
贈
位
関
係
文
書
・
Ｆ
42　

竹
山
贈
位
関
係
文
書

Ｆ
31
が
中
井
履
軒
（
大
正
三
年
）、
Ｆ
42
が
中
井
竹
山
（
明

治
四
五
年
）
の
贈
位
に
関
す
る
資
料
で
あ
る
。
な
お
、
今
回

の
目
録
の
中
で
、
次
の
資
料
も
贈
位
関
係
資
料
で
あ
る
。
Ｆ

35
「
祭
文
告
文
」（
三
宅
石
庵
（
大
正
八
年
）
の
贈
位
に
関

す
る
祭
文
）
Ｆ
41
「
貽
範
贈
位
関
係
文
書
」（
中
井
甃
庵
（
大

正
六
年
）の
贈
位
関
係
資
料
。Ｆ
51
に
も
関
連
資
料
が
あ
る
）。
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竹
山
と
履
軒
と
に
つ
い
て
は
、
贈
位
報
告
の
墓
前
祭
の
記
録

も
あ
り
、
招
待
客
や
参
列
者
た
ち
の
一
覧
か
ら
、
当
時
の
交

流
状
況
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

な
お
、
履
軒
の
贈
位
に
関
し
、
木
菟
麻
呂
と
懐
徳
堂
記
念
会

と
の
間
で
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
を
竹
田
健
二
が
『
市
民
大
学

の
誕
生
―
大
坂
学
問
所
懐
徳
堂
の
再
興
―
』（
大
阪
大
学
出

版
会
、
二
〇
一
〇
年
）
の
中
で
指
摘
し
て
い
る
。
Ｆ
31
の
中

に
は
、
今
井
貫
一
や
上
松
寅
三
ら
か
ら
の
書
簡
が
あ
り
、
こ

の
問
題
に
関
す
る
情
報
を
含
ん
で
い
る
可
能
性
が
高
い
。

Ｆ
34　

履
軒
関
係
等
遺
稿
断
片

全
て
が
履
軒
自
筆
資
料
で
あ
る
と
は
断
定
し
が
た
い
が
、

履
軒
の
筆
跡
と
思
わ
れ
る
資
料
が
含
ま
れ
て
お
り
、
中
に
は

『
七
経
雕
題
』（
履
軒
の
経
書
注
釈
書
の
一
つ
）
に
関
連
す
る

資
料
も
あ
る
た
め
、
興
味
深
い
資
料
群
で
あ
る
。
ま
た
、
神

主
や
喪
服
に
関
す
る
資
料
も
あ
る
。
履
軒
の
著
作
に
『
服
忌

図
』
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
連
す
る
資
料
の
一
つ
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｆ
36　

天
生
筆
和
文
類

「
三
宅
石
庵
小
伝
」
と
題
さ
れ
た
全
二
葉
の
草
稿
が
あ
る
。

末
尾
の
署
名
か
ら
、
木
菟
麻
呂
が
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）

に
書
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
今
井
貫
一
編
『
懐

徳
堂
先
賢
墨
迹
』（
隆
文
館
、大
正
元
年
）の
巻
末
に
あ
る「
懐

徳
堂
先
賢
墨
迹
小
伝
」
の
三
宅
石
庵
の
内
容
と
一
部
一
致
す

る
が
、
異
な
る
部
分
も
多
い
。
ま
た
、
本
資
料
の
後
半
に
は

「
石
菴
の
筆
迹
」
と
見
出
し
を
付
け
た
文
章
も
あ
る
が
、
こ

れ
は
『
懐
徳
堂
先
賢
墨
迹
』
に
は
な
い
。
木
菟
麻
呂
が
中
井

家
の
先
賢
を
顕
彰
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る

が
、
本
資
料
は
中
井
家
だ
け
で
は
な
く
、
懐
徳
堂
の
先
賢
に

つ
い
て
も
木
菟
麻
呂
が
自
身
の
文
章
に
よ
っ
て
顕
彰
し
よ
う

と
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

る
。
今
後
の
検
討
が
俟
た
れ
る
資
料
で
あ
る
。

Ｆ
43　

天
生
遺
稿
等

第
一
次
新
田
文
庫
に
は
、『
秋
霧
記
』（
Ｅ
２５０
）や『
鷦し
ょ
う室

記
』

（
Ｅ
２８３
）な
ど
、多
数
の
木
菟
麻
呂
の
日
記
が
遺
さ
れ
て
い
る
。

本
資
料
の
中
に
も
、
木
菟
麻
呂
の
筆
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
日

記
が
含
ま
れ
て
い
る
。
但
し
、
ほ
ぼ
同
内
容
の
抄
本
（
草
稿

と
思
わ
れ
る
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
後
世
人
に
見
ら
れ
る
こ

と
を
想
定
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ほ
か
、
懐
徳

堂
や
水
哉
館
関
連
の
資
料
譲
渡
に
関
す
る
覚
書
や
前
掲
Ｆ
31

の
関
連
す
る
資
料
、
木
菟
麻
呂
が
漢
詩
や
国
歌
の
削
正
や
揮

毫
の
仕
事
を
請
け
負
っ
て
い
た
資
料
や
「
七
経
雕
題
同
略
目

録
」
の
草
稿
な
ど
、
興
味
深
い
資
料
が
多
い
。

Ｆ
44　

天
生
之
水
哉
館
関
係
文
書

木
菟
麻
呂
・
終
子
兄
妹
と
清
国
（
現
在
の
中
国
）
の
留
学
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生
た
ち
と
の
交
流
を
示
す
資
料
。

Ｆ
45　

天
生
書
祭
文

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
書
か
れ
た
祭
文
四
通
。
懐
徳

堂
の
資
料
を
寄
贈
し
た
こ
と
や
「
七
経
逢
原
」（
履
軒
の
経
書

注
釈
書
群
の
一
つ
）
の
内
、『
夏
書
逢
原
』『
古
詩
逢
原
』
を

入
手
し
た
こ
と
を
祖
先
に
報
告
し
た
祭
文
。
な
お
、
他
の
「
逢

原
」
の
注
釈
書
は
、
既
に
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に

木
菟
麻
呂
が
入
手
し
て
い
る
。
欠
け
て
い
た
両
書
を
懐
徳
堂

記
念
会
が
昭
和
八
年
に
偶
然
購
入
し
、木
菟
麻
呂
へ
と
寄
贈
。

そ
の
時
の
祭
文
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
昭
和
十
四
年
に
は
、「
七

経
逢
原
」
を
ま
と
め
て
懐
徳
堂
記
念
会
に
寄
贈
し
て
い
る
。

Ｆ
48　

天
生
遺
稿

木
菟
麻
呂
の
草
稿
類
。
西
村
天
囚
を
は
じ
め
、
木
菟
麻
呂

の
草
稿
に
、
松
山
直
蔵
や
倉
石
武
四
郎
、
武
内
義
雄
ら
の
評

が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
景
社（
（1
（

に

提
出
し
た
作
品
と
思
わ
れ
る
。
景
社
の
具
体
的
な
活
動
の
様

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

Ｆ
51　

天
生
保
存
書
類

木
菟
麻
呂
は
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
と
十
四
年
と
の
二

回
、
懐
徳
堂
記
念
会
に
多
数
の
懐
徳
堂
関
係
資
料
を
寄
贈
し

て
い
る
。
前
掲
の
Ｆ
45
で
挙
げ
た
「
七
経
逢
原
」
も
そ
の
一

つ
で
あ
る
。
本
資
料
の
中
に
は
、
昭
和
十
四
年
の
寄
贈
に
際

し
て
の
懐
徳
堂
記
念
会
と
の
や
り
と
り
に
関
す
る
資
料
が
あ

る
。
寄
贈
の
具
体
的
な
条
件
な
ど
は
従
来
未
詳
で
あ
っ
た
た

め
、
そ
れ
を
知
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、
寄

贈
中
止
と
な
っ
た
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
関
す
る

資
料
も
あ
り
、
興
味
深
い
資
料
群
で
あ
る
。

右
に
挙
げ
た
も
の
以
外
に
も
、
興
味
深
い
資
料
は
あ
る
。
簡
略

で
は
あ
る
が
、
左
に
記
し
て
お
く
。

Ｆ
２
は
、
上
田
秋
成
の
短
冊
が
入
っ
て
い
る
と
資
料
名
に
記
さ

れ
て
い
る
が
、
詳
細
な
調
査
に
至
っ
て
い
な
い
た
め
、
現
時
点
で

は
い
ず
れ
が
秋
成
の
短
冊
な
の
か
不
明
で
あ
る
。
秋
成
の
短
冊
が

特
定
さ
れ
、
そ
の
内
容
や
由
来
が
懐
徳
堂
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ

た
場
合
、
懐
徳
堂
と
秋
成
と
の
交
流
を
示
す
具
体
的
な
資
料
と
し

て
、
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
に
七
十
六
年
ぶ
り
に
所
在
が

判
明
し
た
「
鶉
図（
（1
（

」
に
並
ぶ
貴
重
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
Ｆ
37

「
中
井
養
仙
筆
辞
世
・
甃
菴
筆
等
中
井
家
短
冊
」
は
、
短
冊
が
一

四
枚
含
ま
れ
て
い
る
。
内
二
枚
は
分
け
て
「
甃
庵
先
生
短
冊
並
父

君
辞
世
」
と
記
し
た
包
紙
に
包
ま
れ
て
い
る
。
甃
庵
の
父
は
中
井

玄
端
（
一
六
四
五
～
一
七
二
〇
）
で
あ
り
、
甃
庵
の
祖
父
が
大
坂

中
井
家
の
祖
と
な
る
養
仙
（
一
六
二
六
～
一
七
一
一
）
で
あ
る
。

資
料
名
と
一
致
し
な
い
た
め
、
内
容
の
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
有

る
が
、
玄
端
、
養
仙
い
ず
れ
に
関
す
る
資
料
で
あ
っ
て
も
希
少
資
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料
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
。
Ｆ
52
「
山
田
方
谷
・
三
島
中
洲

文
稿
等
」
に
は
、
二
松
学
舎
大
学
の
前
身
で
あ
る
漢
学
塾
二
松
学

舎
の
創
立
者
で
あ
る
三
島
中
洲
と
木
菟
麻
呂
と
の
や
り
取
り
を
示

す
資
料
が
あ
る
。
Ｆ
54
「
旧
懐
徳
堂
及
水
哉
館
図
書
目
録
」
は
、

終
子
が
昭
和
一
九
年
（
一
九
四
四
）
に
作
成
し
た
目
録
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
目
的
の
下
に
作
成
さ
れ
た
の
か
現
時
点
で
は
不
明
だ

が
、
当
時
中
井
家
で
把
握
さ
れ
て
い
た
懐
徳
堂
・
水
哉
館
資
料
の

内
訳
や
、
当
時
の
所
蔵
者
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
、
有
益
な
資
料

と
考
え
ら
れ
る
。
Ｆ
59
「
択
本
類
」
は
、
資
料
名
の
と
お
り
、
懐

徳
堂
や
水
哉
館
に
関
わ
る
拓
本
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
中
に

は
、
焼
失
し
た
「
懐
徳
堂
額
」
の
拓
本
が
あ
り
、
貴
重
で
あ
る
。

以
上
、
筆
者
が
目
録
作
成
の
過
程
で
気
づ
い
た
貴
重
資
料
数
点

を
紹
介
し
た
。
筆
者
の
力
不
足
に
よ
り
、
見
逃
し
て
し
ま
っ
た
も

の
も
多
々
有
る
と
思
わ
れ
る
が
、
第
二
次
新
田
文
庫
の
資
料
的
特

徴
が
伝
わ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

注（
１
）「「
中
井
家
資
料
」（
旧
新
田
文
庫
）」（『
懐
徳
』
第
五
十
二
号
、
懐
徳
堂

記
念
会
、
一
九
八
三
年
十
二
月
）
参
照
。

（
２
）
水
哉
館
は
、
中
井
履
軒
の
私
塾
。

（
３
）「
第
一
次
新
田
文
庫
暫
定
目
録
」（『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
二
〇
〇
四
』、

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
文
学
部
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
二
〇
〇
四

年
二
月
）・「
第
一
次
新
田
文
庫
暫
定
目
録
（
続
）」（『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー

報
二
〇
〇
五
』、
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
文
学
部
懐
徳
堂
セ

ン
タ
ー
二
〇
〇
五
年
二
月
）

（
４
）
前
掲
の
拙
稿
「
第
二
次
新
田
文
庫
に
つ
い
て
」（
本
誌
第
十
二
号
、
二

〇
二
一
年
二
月
）
参
照
。
な
お
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
の
期

間
に
懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
職
員
を
務
め
ら
れ
た
井
上
了
氏
も
資
料
整

理
に
着
手
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
痕
跡
が
あ
る
。

（
５
）「
懐
徳
堂
刻
額
」
は
、
残
念
な
が
ら
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
の
大

阪
大
空
襲
に
よ
っ
て
、
重
建
懐
徳
堂
の
校
舎
と
共
に
焼
失
。

（
６
）
中
村
健
之
介
・
中
村
悦
子
『
ニ
コ
ラ
イ
堂
の
女
性
た
ち
』（
教
文
館
、

二
〇
〇
三
年
）。

（
７
）
加
地
伸
行
「
懐
徳
堂
物
語
（
二
）」（『
懐
徳
』
第
五
十
二
号
、
懐
徳
堂

記
念
会
、
一
九
八
三
年
）、『「
見
る
」
科
学
の
歴
史
―
懐
徳
堂
・
中
井

履
軒
の
目
―
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）、
奥
平
俊
六
『
懐

徳
堂
ゆ
か
り
の
絵
画
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）

（
８
）「
会
虞　

観
天
第
一
」
は
、『
履
軒
古
風
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
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（
９
）（
注
７
）に
挙
げ
た
加
地
氏
の
論
考
を
参
照
。

（
10
）景
社
と
は
、参
加
者
が
自
作
の
漢
文
を
持
ち
寄
り
、互
い
に
添
削
し
合
っ

た
会
。
天
囚
の
発
案
に
よ
る
も
の
で
、
毎
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
た
。

（
11
）
飯
倉
洋
一
・
濱
住
真
有
「
中
井
履
軒
・
上
田
秋
成
合
賛
鶉
図
に
つ
い
て
」

（
本
誌
第
三
号
、
二
〇
一
二
年
）
参
照
。

目
録

【
凡
例
】

①
Ｆ
番
号
：
分
類

・
資
料
は
、
第
二
次
新
田
文
庫
受
入
時
に
付
け
ら
れ
た
Ｆ
番
号
に

従
っ
て
配
列
し
た
。
本
目
録
で
は
、
Ｆ
１
か
ら
Ｆ
59
ま
で
を
対

象
と
し
て
い
る
。

・
左
の
分
類
が
付
さ
れ
て
い
る
資
料
は
、
Ｆ
番
号
の
下
に
そ
の
情

報
を
記
載
し
た
。

器
物
・
帖
・
掛
軸
・
マ
ク
リ
・
扇
子
・
短
冊
・
書
簡
・

記
録
・
天
生
関
係
・
中
井
終
子
関
係
・
天
生
終
子
関
係

・
資
料
番
号
が
重
複
し
て
い
る
も
の
は
、
Ｆ
番
号
の
上
に
「
＊
」

を
付
し
た
。

②
資
料
名

・
書
籍
等
の
場
合
は
内
題
も
し
く
は
外
題
に
基
づ
く
。器
物
類
は
、

該
当
資
料
の
包
紙
や
封
筒
、
箱
へ
の
書
付
を
基
本
と
し
、
不
明

ま
た
は
不
適
切
な
場
合
は
、
第
二
次
新
田
文
庫
資
料
の
寄
贈
時

に
作
成
さ
れ
た
「
中
尾
目
録
」
ま
た
は
、
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
が

第
二
次
新
田
文
庫
の
器
物
類
を
整
理
し
よ
う
と
し
た
際
に
作
成

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
セ
ン
タ
ー
目
録
」（
作
成
時
期
不
明
）

を
参
考
に
し
た
。
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・
目
録
に
使
用
し
た
文
字
は
常
用
漢
字
を
基
本
と
し
た
が
、
特
殊

な
文
字
は
原
本
通
り
と
し
た
。
な
お
、
判
読
困
難
な
文
字
に
つ

い
て
は
「
□
」
で
示
し
た
。

③
〔
資
料
数
〕

・
枝
番
が
付
さ
れ
た
複
数
資
料
で
構
成
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
枝

番
数
の
み
を
記
し
、〔
備
考
〕
で
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
点
数
を
記

載
し
た
。

④
〔
備
考
〕

・
枝
番
資
料
の
資
料
点
数
は
こ
こ
に
記
載
し
た
。

・
資
料
の
特
徴
や
内
訳
も
こ
こ
に
記
載
し
た
。

Ｆ
１
：
記
録
68

寄
附
寄
贈
物
謝
礼
書
類

〔
資
料
数
〕
３
袋
・
枝
番
号
１
／
３
～
３
／
３

〔
備
考
〕

⃝

１
／
３
…�

１
帳
１
枚
。
大
福
綴
じ
資
料
の
方
は
、
資
料
名
（
現

在
、
貴
重
資
料
と
さ
れ
る
も
の
が
多
数
）
が
１
３
２

点
挙
げ
ら
れ
、そ
れ
ぞ
れ
に
値
段
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
表
に
は
「
猶
高
く
も
安
く
も
出
来
升
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
１
枚
も
の
は
、
こ
こ
に
列
挙
さ
れ
た

資
料
の
一
部
を
再
度
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
お
そ
ら

く
は
作
成
日
で
あ
る
「
庚
戌
（
明
治
四
十
三
年
）
十

一
月
」
の
記
載
が
あ
る
。

⃝

２
／
３
…�

１
枚
。
木
菟
麻
呂
宛
て
の
大
阪
府
か
ら
の
感
謝
状
の

よ
う
な
も
の
（
大
正
十
四
年
五
月
十
九
日
）。
懐
徳

堂
書
籍
類
を
「
攝
政
宮
殿
下
行
啓
ノ
際
」
台
覧
に
供

し
た
と
こ
ろ
、
満
足
し
た
た
め
贈
ら
れ
た
。

⃝

３
／
３
…�

５
枚
。（
１
）
宮
内
省
博
物
館
長
山
高
信
離
宛
て
の

寄
贈
書
（
明
治
二
十
一
年
五
月
二
日
）。「
小
西
行
長

牙
章
一
顆
」
を
宮
内
省
博
物
館
に
寄
贈
す
る
旨
を
記

し
て
い
る
。（
２
）
天
満
社
よ
り
寄
贈
感
謝
状
（
万

延
辛
酉
正
月
二
十
五
日
）。『
逸
史
』
13
冊
を
寄
贈
。

（
３
）
懐
徳
堂
記
念
会
よ
り
寄
贈
感
謝
状
（
大
正
五
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年
十
二
月
十
八
日
）。「
懐
徳
堂
刻
額
（
三
宅
石
庵
先

生
書
）
1
面
」
を
寄
贈
。（
４
）
大
阪
市
編
纂
係
よ

り
寄
贈
感
謝
状
（
明
治
三
十
五
年
十
月
二
十
八
日
）。

大
阪
市
の
印
は
見
ら
れ
る
が
、
用
紙
が
簡
易
な
も
の

で
あ
る
た
め
、
正
式
な
書
類
か
判
断
不
能
。
４
点
の

資
料
を
寄
贈
。
木
菟
麻
呂
が
西
村
天
囚
ま
た
は
幸
田

成
友
の
依
頼
を
受
け
て
行
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と

推
察
さ
れ
る
。（
５
）
川
岡
村
孝
子
会
長
よ
り
寄
贈

感
謝
状
（
大
正
六
年
十
月
五
日
）。
孝
子
義
兵
衛
・

孝
女
初
に
関
す
る
も
の
３
点
を
寄
贈
。

⃝

冒
頭
の
資
料
紹
介
箇
所
参
照
。

Ｆ
２
：
短
冊
３

並
河
寒
泉
・
上
田
秋
成
等
短
冊

〔
資
料
数
〕
１
帙
70
枚

〔
備
考
〕

⃝
�

平
登
茂
樹
（
寒
泉
）、
礼
文
、
教
寛
、
広
淵
、
貞
正
、
平
尚
教
、

中
井
及
泉
、
網
島
文
照
ら
の
名
前
が
詠
み
手
と
し
て
確
認
で
き

る
。
い
ず
れ
の
短
冊
が
秋
成
の
も
の
か
は
不
明
（
二
〇
二
三
年

九
月
時
点
）。

Ｆ
３
：
天
生
関
係
44

天
生
入
信
期
関
係
短
冊

〔
資
料
数
〕
１
帙
１
包
紙
21
枚

〔
備
考
〕

⃝
�

昭
和
十
八
年
十
月
十
七
日
付
け
の
終
子
の
メ
モ
あ
り
。
そ
こ
か

ら
、
本
資
料
群
が
、
伊
東
家
（
伊
東
ソ
フ
ィ
ヤ
、
伊
東
ヱ
ウ
ヒ

ミ
ヤ
）
と
の
歌
・
書
簡
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
明
治
十
四

～
十
五
年
頃
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
木
菟
麻

呂
が
二
十
四
歳
の
時
に
「
宗
教
の
為
家
門
よ
り
窘
逐
を
受
け
」

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

⃝
�

包
紙
の
書
き
付
け
は
以
下
の
通
り
。「
亡
兄
播
磨
に
伝
導
の
初

年
（
明
治
十
四
五
年
の
頃
）
伊
東
家
の
母
子
ら
と
取
か
は
し
た

る
歌
並
に
書
簡
、
時
に
兄
年
廿
余
才
に
て
宗
教
の
為
家
門
よ
り

窘
逐
を
受
け
伊
東
家
よ
り
は
特
遇
を
受
け
居
ら
れ
し
と
聞
く　

十
六
年
十
月
十
七
日
記
す　

終
子
」

⃝
�

冒
頭
の
資
料
紹
介
箇
所
参
照
。

Ｆ
４
：
天
生
関
係
48

天
生
筆　

中
井
終
子
宛
餞
詩

〔
資
料
数
〕
１
帙
１
袋
・
枝
番
号
１
／
２
～
２
／
２

〔
備
考
〕

⃝

１
／
２
…�
１
帙
22
枚
。「
示
及
泉
詩
十
四
章 

並
河
華
翁
」
14
枚

と
短
冊
８
枚
。

第二次新田文庫暫定目録（一） ― 池田光子

109



⃝

２
／
２
…�

１
袋
１
枚
。「
餞
詩
一
篇
」
１
枚
。
終
子
が
梅
花
女

学
校
に
就
職
し
た
際
、
木
菟
麻
呂
が
贈
っ
た
詩
。

Ｆ
５
：
天
生
関
係
46

嵯
峨
九
懐

〔
資
料
数
〕
９
枚

〔
備
考
〕

⃝

木
菟
麻
呂
作
。
82
枚
を
繋
い
で
９
枚
に
仕
立
て
て
い
る
。

Ｆ
６
：
マ
ク
リ
14

中
井
竹
山
書
西
岡
詩
三
行
書
（「
門
前
馬
車
云
々
」）

〔
資
料
数
〕
１
幅

〔
備
考
〕

⃝

分
類
が
「
マ
ク
リ
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
軸
装
済
。

⃝

冒
頭
の
資
料
紹
介
箇
所
参
照
。

Ｆ
７
：
掛
軸
55

観
瀑
図

〔
資
料
数
〕
１
幅

〔
備
考
〕

⃝

外
題
「（
十
九
）
観
瀑
図
」。

Ｆ
８
：
掛
軸
47

並
河
寒
泉
詩
幅
（「
喜
菟
孫
疾
癒
」）

〔
資
料
数
〕
１
幅

〔
備
考
〕

⃝

明
治
十
一
年
作
。

⃝

外
題
「（
十
二
）
樺
翁
先
生
喜
菟
孫
疾
癒
詩
」。

Ｆ
９
：
掛
軸
52

中
井
天
生
書
幅
（「
功
名
不
可
為
忠
義
我
所
安
」）

〔
資
料
数
〕
１
幅

〔
備
考
〕

⃝

外
題
（「（
二
十
五
）
黄
裳
一
行
」）。

Ｆ
10
：
掛
軸
72

春
雨
図

〔
資
料
数
〕
１
幅

〔
備
考
〕

⃝

菊
□
孝
重
画
。

⃝
外
題
「（
十
五
）
春
雨
図
幅
」。

Ｆ
11
：
掛
軸
54

中
井
天
生
書
幅
（「
皇
師
進
撃
頌
」）
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〔
資
料
数
〕
１
幅

〔
備
考
〕

⃝
外
題
「（
十
六
）
皇
師
進
撃
頌　

黄
裳
」。

Ｆ
12
：
掛
軸
45

履
軒
肖
像

〔
資
料
数
〕
１
幅

〔
備
考
〕

⃝

肖
像
画
上
部
に
「
会
虞
」
の
草
稿
３
葉
が
貼
付
。

⃝

冒
頭
の
資
料
紹
介
箇
所
参
照
。

Ｆ
13
：
掛
軸
46

並
河
寒
泉
書
幅
（「
黄
裳
命
名
云
々
」）

〔
資
料
数
〕
１
幅

〔
備
考
〕
特
に
な
し
。

Ｆ
14
：
掛
軸
56

反
堂
先
生
草
書

〔
資
料
数
〕
１
箱
１
幅

〔
備
考
〕

⃝

早
野
小
石 

二
行
書
。

⃝

外
題
「（
二
十
六
）
反
堂
先
生
草
書
」。

Ｆ
15
：
掛
軸
73

顔
真
卿
書

〔
資
料
数
〕
１
幅

〔
備
考
〕

⃝

「
雖
無
文
王
猶
興
」
拓
本
。

⃝

外
題
「（
二
十
四
）
雖
無
文
王
」。

Ｆ
16
：
掛
軸
34

採
蓮
図

〔
資
料
数
〕
１
箱
１
幅

〔
備
考
〕

⃝

外
題
の
位
置
に
「（
十
七
）
采
蓮　

蔀
主
画　

履
軒
先
生
題　

蕉
園
先
生
題
簽　

天
生
謹
摹
」
と
書
付
。「
蔀
」
は
蔀
関
月
を
指

す
と
思
わ
れ
る
。

Ｆ
17
：
掛
軸
31

解
子
伐
袁

〔
資
料
数
〕
１
箱
１
幅

〔
備
考
〕

⃝
�

外
題
の
位
置
に
「（
四
）
解
子
伐
袁
」
と
書
付
。

⃝

履
軒
筆
「
解
子
伐
袁
図
」
の
双
鉤
。
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Ｆ
18
：
掛
軸
10

五
井
蘭
洲
書
幅
（「
鶴
舞
先
年
寿
云
々
」）

〔
資
料
数
〕
１
箱
１
幅

〔
備
考
〕

⃝
�

外
題
の
位
置
に
「（
四
）」
と
書
付
。

Ｆ
19
：
掛
軸
33

逡
巡
碑

〔
資
料
数
〕
１
箱
１
幅

〔
備
考
〕

⃝
�

分
類
が
「
掛
軸
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
双
鉤
。

⃝
�

外
題
の
位
置
に
「（
三
）
幽
人
先
生
草
出
逡
巡
碑
」
と
書
付
。

Ｆ
20
：
掛
軸
51

中
井
桐
園
詩
幅
（「
喜
息
生
疾
癒
」）

〔
資
料
数
〕
１
幅

〔
備
考
〕

⃝
�

外
題
「（
十
三
）
桐
園
先
生
喜
息
生
疾
癒
詩
」。

Ｆ
21
：
記
録
43

履
軒
宛
奉
公
人
（
ま
つ
）
請
状

〔
資
料
数
〕
１
幅

〔
備
考
〕

⃝
�

冒
頭
の
資
料
紹
介
箇
所
参
照
。

Ｆ
22
：
書
簡
16

飯
岡
義
斎
与
女
（
し
づ
＝
梅
し
）
書
簡

〔
資
料
数
〕
１
箱
１
幅

〔
備
考
〕

⃝
�

外
題
「（
廿
四
）（
二
七
）
飯
岡
義
齋
先
生
与
女
静
子
手
簡
」。

⃝
�

冒
頭
の
資
料
紹
介
箇
所
参
照
。

Ｆ
23
：
掛
軸

竹
山
先
生
肖
像
画
幅

〔
資
料
数
〕
１
幅

〔
備
考
〕

⃝
�

外
題
「（
一
）
竹
山
先
生
肖
像
画
幅
」。

Ｆ
24
：
掛
軸
53

中
井
天
生
書
幅
（「
貞
烈
垂
儀
範
云
々
」）

〔
資
料
数
〕
１
幅

〔
備
考
〕

⃝
�

終
子
が
前
橋
の
共
愛
女
学
校
に
就
職
す
る
際
に
木
菟
麻
呂
が
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送
っ
た
書
幅
。

⃝
�

外
題
の
位
置
に
「（
十
六
）
貞
烈
幅
」
と
書
付
。

Ｆ
25
：
天
生
関
係
40

天
生
書
往
生
院

〔
資
料
数
〕
１
包
１
巻

〔
備
考
〕

⃝
�

包
紙
表
の
書
付
は「
往
生
院
へ
寄
進（
改
行
）額
面
調
整
由
来
」。

内
題
は
「
往
生
院
門
額
寄
進
由
来
」。

⃝
�

大
正
九
年
八
月
の
日
付
有
り
。

Ｆ
26
：
記
録
30

軸
物
中
井
家
年
中
使
用
順
序
表

〔
資
料
数
〕
１
袋
１
枚

〔
備
考
〕

⃝
�

袋
の
表
に
終
子
に
よ
る
「
昭
和
二
十
四
年
十
月
十
三
日
」
の
書

付
有
り
。

⃝
�

資
料
の
表
に
は
「
軸
物
使
用
序
」
と
書
付
。

Ｆ
27
：
短
冊
２

中
井
竹
山
筆
短
冊

〔
資
料
数
〕
１
袋
１
枚

〔
備
考
〕

⃝
�

天
明
丁
未
（
天
明
七
年
）
の
日
付
有
り
。

⃝
�

竹
山
自
筆
の
真
偽
に
つ
い
て
は
要
検
討
。

Ｆ
28
：
書
簡
10

桐
園
亡
父
遺
筆
書
簡
１
通
、
詩
（
庚
辰
）
１
紙

〔
資
料
数
〕
１
袋
１
通
（
書
簡
）
１
紙
（
詩
）

〔
備
考
〕
特
に
な
し
。

Ｆ
29
：
マ
ク
リ
36
・
37

菊
水
稿

〔
資
料
数
〕
１
袋
１
包
紙
、
１
紙
、
双
鉤
３
枚

〔
備
考
〕

⃝
�

マ
ク
リ
36
と
37
は
同
梱
さ
れ
て
い
る
が
、
分
け
る
べ
き
資
料
と

思
わ
れ
る
。

⃝
�

包
紙
表
書
き
に
は
、
上
段
に
「
菊
水
書
画
幅
三
枚
（
改
行
）
中

井
木
菟
麻
呂
端
午
幟
（
改
行
）
象
画
賛
（
改
行
）
美
術
ノ
部
ヘ

移
ス
（
改
行
）
戒
菟
孫
病
状
」
と
有
り
、
下
段
に
は
「
双
鈎
（
改

行
）
並
河
寒
泉
先
生
書
（
改
行
）（
寒
泉
先
生
）（
改
行
）
寒
泉

先
生
書
」
と
有
る
。
上
段
の
「
象
画
賛
（
改
行
）
美
術
ノ
部
ヘ

移
ス
」
は
枠
線
で
囲
ま
れ
て
い
る
。
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Ｆ
29
（
重
複
）：
マ
ク
リ
37

並
河
寒
泉
詩
（「
菟
孫
蒲
質
脚
病
云
々
」）

〔
資
料
数
〕
１
枚

〔
備
考
〕
特
に
な
し
。

Ｆ
30

漢
文
練
習
用
原
文
数
十
枚　

亡
兄
手
写

〔
資
料
数
〕
１
袋
１
包
紙
１
枚

〔
備
考
〕

⃝
�「

亡
兄
」と
は
、お
そ
ら
く
木
菟
麻
呂
を
指
す
。複
文
練
習
用
紙
。

「
一
之
上
」「
一
之
下
」
に
は
、
朱
筆
に
て
書
き
込
み
有
り
。

Ｆ
31
：
記
録
54

履
軒
贈
位
関
係
文
書

〔
資
料
数
〕
１
箱
１
包
紙
17
点

〔
備
考
〕

⃝
�

包
紙
に
「
文
清
家
君
贈
位
賀
状
」
と
書
き
付
け
。

⃝
�

以
下
、
17
点
に
便
宜
上
の
番
号
を
付
し
て
内
訳
を
記
す
。
な
お
、

10
～
17
は｢

贈
位
奉
告
祭｣

と
書
き
付
け
し
た
包
紙
で
括
ら
れ

て
い
る
。

１
…
葉
書
５
通
。
木
菟
麻
呂
宛
。

２
…�

１
枚
。
大
阪
市
長
よ
り
中
井
徳
二
（
履
軒
）
へ
と
従
四
位

贈
位
の
通
知
（
大
正
三
年
十
一
月
十
九
日
付
）。

３
…�

仮
綴
１
冊
。
履
軒
贈
位
に
関
す
る
木
菟
麻
呂
へ
の
書
簡
10

通
を
綴
っ
た
も
の
。
差
出
人
に
は
今
井
貫
一
や
上
松
寅
三

ら
の
名
前
が
見
え
る
。

４
…�

１
帳
。
木
菟
麻
呂
宛
て
書
簡
14
通
を
綴
じ
た
も
の
。
差
出

人
に
は
今
井
貫
一
や
脇
坂
家
（
龍
野
藩
主
）、
革
島
家
、

笹
脇
家
ら
の
名
前
が
見
え
る
。

５
…�

１
枚
。｢

中
井
履
軒
贈
位
奉
告
祭
次
第｣

。

６
…�

書
簡
１
通
。
住
友
吉
左
衛
門
よ
り
木
菟
麻
呂
宛
て
。

７
…�

１
枚
。
贈
位
に
寄
せ
た
短
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。

８
…�

１
枚
。
木
菟
麻
呂
が｢

水
哉
館｣

の
印
章
を
摹
刻
し
た
際

に
添
付
し
た
印
刷
物
ヵ
。

９
…�

葉
書
１
枚
。
５
の
案
内
状
。
文
面
は
次
の
と
お
り
。｢

謹

啓
陳
者
先
人
中
井
徳
二
以
昨
冬
十
一
月
十
九
日
蒙
贈
位
之

恩
命
候
に
付
来
る
三
十
日
即
第
九
十
九
回
の
忌
辰
に
相
当

す
る
陰
暦
二
月
十
五
日
午
前
九
時
東
区
上
本
町
四
丁
目
誓

願
寺
墓
前
に
於
て
奉
告
祭
執
行
仕
度
存
候
間
同
日
時
得
御

賁
臨
之
栄
度
乍
略
儀
以
書
面
御
案
内
申
上
候　

敬
具｣

。

10
…�

書
簡
１
通
。

11
…�
７
の
原
本
と
思
わ
れ
る
。

12
…�
１
枚
。｢

墓
前
祭
次
第｣

。

13
…�
１
枚
。
木
菟
麻
呂
の
告
文
。
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14
…��

１
枚
。
神
田
区
役
所
よ
り
、
履
軒
へ
の
従
四
位
贈
位
の
通

達
（
大
正
三
年
十
二
月
二
十
五
日
）。

15
…�
１
枚
（
添
付
紙
片
１
枚
）。｢

中
井
履
軒
贈
位
奉
告
祭
次 

第｣
。
添
付
紙
片
は
、
奏
楽
者
名
（
５
名
）
を
記
し
た
も
の
。

16
…�

奉
告
祭
で
作
成
し
た
酒
盃
（
履
軒
愛
用
の
も
の
の
複
製
）

の
見
積
も
り
ま
た
は
作
成
費
用
ヵ
。

17
…�

１
帳
。｢

中
井
履
軒
贈
位
奉
告
祭
参
列
芳
名
録｣

。
天
囚
を

は
じ
め
、
永
田
仁
助
、
大
久
保
利
武
、
垂
水
善
太
郎
、
鹿

田
静
七
、並
河
總
次
郎
や
大
阪
市
長
ら
の
名
前
が
見
え
る
。

⃝
�

冒
頭
の
資
料
紹
介
箇
所
参
照
。

Ｆ
32
：
掛
軸
１

懐
徳
堂
先
賢
遺
稿
類

〔
資
料
数
〕
13
袋
・
枝
番
号
１
／
12
～
12
／
12

〔
備
考
〕

⃝
�

１
袋
は
受
け
入
れ
時
の
包
紙
。
書
き
付
け
等
無
し
。

⃝
�

１
／
12
…
１
袋
１
枚
。
竹
山
宛
書
簡
。
差
出
人
は
六
鳳
。

⃝
�

２
／
12
…
１
袋
１
枚
。
筆
者
不
明
。

⃝
�

３
／
12
…�

１
袋
７
枚
４
帳
。
７
枚
の
内
訳
は
未
詳
だ
が
、
中
井

碩
果
の
和
歌
な
ど
を
書
写
し
た
も
の
を
含
ん
で
い

る
。
４
帳
の
内
訳
は
未
詳
だ
が
三
宅
石
庵
や
中
井
竹

山
、
中
井
曾
弘
等
、
懐
徳
堂
先
賢
の
も
の
を
書
写
し

た
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

⃝
�

４
／
12
…�

１
袋
２
枚
１
帳
。
い
ず
れ
も
未
詳
。
２
枚
に
つ
い
て

は
、『
蕉
園
先
生
遺
稿
』
や
『
橘
隧
先
生
詩
集
』
の

書
名
が
見
ら
れ
る
。

⃝
�

５
／
12
…�

１
袋
仮
綴
１
冊
。
半
葉
10
行
の
用
紙
４
葉
。
冒
頭
に

「
碑
誌
考
」
と
書
き
付
け
。
竹
山
筆
と
思
わ
れ
る
。

⃝
�

６
／
12
…�

１
袋
１
冊
。
半
葉
10
行
の
用
紙
７
葉
。
劉
基
や
高
啓

ら
の
詩
や
題
画
を
列
挙
し
て
い
る
。筆
者
不
明
だ
が
、

履
軒
の
筆
跡
に
似
る
。

⃝
�

７
／
12
…�

１
袋
４
枚
。
４
枚
の
内
１
枚
は
別
人
の
筆
に
よ
る
も

の
か
。
内
容
未
詳
。

⃝
�

８
／
12
…�

１
袋
１
枚
。
碩
果
の
筆
ヵ
。

⃝
�

９
／
12
…
１
袋
１
枚
。「
夢
記
」
と
題
し
た
も
の
。
筆
者
未
詳
。

⃝
��

10
／
12
…�

１
袋
２
枚
。
１
枚
は
筆
者
不
明
。
１
枚
は
中
井
曾
縮

筆
。

⃝
�

11
／
12
…�

１
袋
仮
綴
じ
１
冊
。
冒
頭
に
「
旱
の
こ
と
は
」
と
有

り
。

⃝
�

12
／
12
…�

１
袋
１
枚
。
半
葉
９
行
の
用
紙
。
筆
者
不
明
。「
自

君
之
出
矣
」や「
簡
友
人
」「
画
虎
」「
金
氏
室
人
蘭
窓
」

等
の
詩
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。

Ｆ
33
：
マ
ク
リ
27
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早
野
反
堂
墓
誌
拓
本
等

〔
資
料
数
〕
１
包
紙
１
袋
１
包
紙
４
枚

〔
備
考
〕

⃝
�

包
紙
に
「（
橘
隧
先
生
）
竹
山
履
軒
両
先
生
門
下
（
改
行
）
早

野
反
求
先
生
墓
誌
（
改
行
）
天
保
二
年
三
月
廿
九
日
卒
（
改
行
）

皇
紀
二
四
九
一
年
」
と
書
き
付
け
。

⃝
�

拓
本
３
枚
。
拓
本
の
文
字
を
書
写
し
た
紙
１
枚
。

Ｆ
34
：
掛
軸
38

履
軒
関
係
等
遺
稿
断
片

〔
資
料
数
〕
17
袋
・
枝
番
号
１
／
16
～
16
／
16

〔
備
考
〕

⃝
�

１
／
16
…�

１
袋
１
枚
。
木
村
孝
筆
。
履
軒
関
連
。
鮎
に
関
す
る

作
詩
ヵ
。

⃝
�

２
／
16
…�

１
袋
１
枚
。
隆
秀
筆
（
稲
垣
隆
秀
ヵ
）。
履
軒
と
の

宴
席
に
お
け
る
寄
せ
書
き
。

⃝
�

３
／
16
…�

１
袋
１
枚
。
福
田
以
文
筆
。
履
軒
の
引
っ
越
し
を
祝

う
作
文
。「
己
亥
冬
十
月
」
と
有
り
。

⃝
�

４
／
16
…�

１
袋
１
枚
。
筆
者
不
明
。「
老
婆
心
を
よ
む
」
と
題

さ
れ
、
履
軒
の
『
老
婆
心
』
に
関
す
る
こ
と
（
砂
糖

の
件
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。
履
軒
の
晩
年
の
頃
の
も

の
ヵ
。

⃝
�

５
／
16
…�

１
袋
１
枚
。「
遺
稿
雑
集
」
の
付
箋
有
り
。

⃝
�

６
／
16
…�

１
袋
４
枚
。
３
枚
は
半
葉
９
行
の
用
紙
に
『
古
文
真

宝
』
後
集
の
目
次
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
（
原
類
を
除

く
）。
１
枚
の
前
半
は
、「
正
統
監
本
」
と
題
し
、『
大

学
』『
中
庸
』『
論
語
』『
孟
子
』『
詩
経
』『
書
経
』
の

そ
れ
ぞ
れ
を
挙
げ
て
い
る
。
後
半
は
、
伊
藤
仁
斎
の

四
端
説
と
拡
充
の
説
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
履

軒
の
雕
題
の
一
部
ヵ
。

⃝
�

７
／
16
…�

１
袋
２
枚
。
筆
者
不
明
。
筆
跡
は
履
軒
に
似
る
。

⃝
�

８
／
16
…�

１
袋
１
枚
。
唐
代
の
「
四
百
八
十
八
万
四
千
零
六
里
」

を
和
里
に
直
し
た
計
算
表
。
筆
跡
は
履
軒
に
似
る
。

⃝
�

９
／
16
…�

１
袋
１
枚
。
書
写
者
不
明
。
履
軒
の
碑
文
ヵ
。

⃝
�

10
／
16
…�

１
袋
仮
綴
じ
１
冊
、
１
枚
。
お
そ
ら
く
は
双
方
と
も

『
国
語
』『
左
伝
』『
孫
子
』
等
か
ら
数
字
句
を
抜
き
出

し
た
も
の
。
学
習
の
た
め
の
も
の
か
。
筆
者
未
詳
。

⃝
�

11
／
16
…��

１
袋
２
枚
。
１
枚
は
易
の
卦
が
13
記
さ
れ
て
い
る
。

２
枚
目
は
半
分
に
箪
笥
の
サ
イ
ズ
、
半
分
に
「
升
」

「
蹇
」
の
卦
が
記
さ
れ
る
と
と
も
に
弦
の
よ
う
な
図

が
記
さ
れ
て
い
る
。

⃝
�

12
／
16
…�

１
袋
２
枚
。
筆
跡
は
履
軒
に
似
る
。
１
枚
は
神
主
の

外
箱
の
造
作
が
記
し
て
あ
る
。
１
枚
は
神
主
の
作
成

者
や
喪
服
の
仕
様
、
墓
穴
に
用
い
た
土
や
砂
利
に
つ
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い
て
記
録
。
途
中
で
裁
断
さ
れ
て
お
り
、
全
体
像
は

不
明
。

⃝
�

13
／
16
…�

１
袋
１
枚
。
筆
者
不
明
。「
一
神
方
油
」
と
題
さ
れ
、

椰
子
油
や
胡
麻
油
、
黄
蝋
、
乳
香
、
孤
油
の
分
量
と

値
段
が
記
さ
れ
て
い
る
。

⃝
�

14
／
16
…�

１
袋
３
枚
。
筆
者
不
明
。
１
枚
は
「
大
高
戦
図
」
と

題
さ
れ
た
も
の
で
、桶
狭
間
の
戦
い
に
関
す
る
図
ヵ
。

１
枚
は
鹿
島
雙
桶
か
ら
十
三
川
厓
、
川
南
厓
か
ら
浪

華
橋
ま
で
等
の
歩
数
を
計
っ
た
も
の
。
１
枚
は
地
名

の
指
す
場
所
（
大
和
ハ
山
南
な
ど
）
を
記
し
た
も
の
。

⃝
�

15
／
16
…�

１
袋
１
枚
。筆
者
不
明
。「
顔
氏
家
廟
碑
」の
こ
と
ヵ
。

⃝
�

16
／
16
…�

１
袋
１
枚
。
筆
者
不
明
。
和
歌
に
関
す
る
内
容
。

⃝
�

分
類
が
「
掛
軸
」
に
な
っ
て
い
る
が
、
変
更
す
べ
き
。

⃝
�

冒
頭
の
資
料
紹
介
箇
所
参
照
。

Ｆ
35
：
天
生
関
係
77

祭
文
告
文

〔
資
料
数
〕
包
紙
１
枚
、
目
録
１
枚
、
包
み
21
包

〔
備
考
〕

⃝
�

資
料
数
13
点
、
包
紙
へ
の
書
付
は
次
の
通
り
。「
祭
文
告
文
類

二
十
章　

中
井
木
菟
麻
呂
作
之/

他
二
通
弔
家
兄
黄
裳
文
在
中

/

懐
徳
堂
代
理
吉
田
先
生
作　

昭
和
十
九
年
九
月
廿
一
日　

終

子
記
」。

⃝
�

目
録
（
お
そ
ら
く
終
子
作
）
に
は
、「
祭
文
告
文
二
十
章
」
と

題
し
て
各
祭
文
告
文
に
（
一
）
～
（
十
九
）
ま
で
の
番
号
を
振

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
ト
ル
と
作
成
年
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

タ
イ
ト
ル
と
目
録
に
記
載
の
作
成
日
は
次
の
通
り
。

（
一
）
天
祐
皇
朝
頌　

明
治
廿
三
年
十
一
月
三
日

（
二
）
賀
立　

皇
太
子
表　

同
日
紀
元
節

（
三
）
献
寿
重
野
成
齋
先
生
文　

明
治
卅
年
仲
春　

（
四
）
至
聖
生
神
女
庇
護
聖
堂
頌　

明
治
四
十
三
年
七
月

（
五
）�

告　

皇
曾
祖
文
恵
先
生
文　

明
治
四
十
五
年
三
月
廿
三

日

（
六
）
進
奠
梨
実
文　

大
正
二
年
十
月
五
日

（
七
）
進
奠
懐
徳
堂
印
存
文　

大
正
二
年
十
一
月
十
六
日

（
八
）�

奉
弔　

征
夷
大
将
軍
徳
川
公
薨
去
文　

大
正
二
年
十
一

月

（
九
）
告　

皇
曾
祖
文
清
先
生
文　

大
正
四
年
三
月
三
十
日

（
十
）�

重
建
懐
徳
堂
成
告　

師
儒
諸
先
生
文　

大
正
五
年
十
月

五
日

（
十
一
）�

祝
詞
一
篇
［
祝
並
河
誠
所
翁
遷
墓
］　

大
正
八
年
六
月

十
日

（
十
二
）�
祭　

万
年
先
生
文
［
目
録
で
は
「
告
三
宅
万
年
先
生

贈
位
文
」］　

大
正
八
年
十
一
月
贈
位　

大
正
十
年
十
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月
十
六
日
奉
紀

（
十
三
）
三
島
中
洲
先
生
輓
詞
三
種

（
十
四
）
野
作
代
蒭　

柏
巌
禅
師
一
百
五
十
回
忌　

（
十
五
）
擬
頌
一
篇
［
頌
修
善
寺
村
聖
堂
成
］

（
十
六
）�
周
易
逢
原
印
成
告　

文
清
家
君
文　

大
正
十
五
年
十

一
月
廿
日

（
十
七
）
弔　

西
村
君
子
駿
文　

大
正
十
五
年
八
月
十
一
日

（
十
八
）
弔　

旭
荘
先
生
文　

昭
和
七
年
十
一
月
十
三
日

（
十
九
）�

遷　

先
墓
告　

諸
先
生
文　

昭
和
十
三
年
四
月
十
七

日

（
二
十
）�

天
祐
［
包
紙
書
付
は
「
佑
」］
皇
朝
頌　

後
編　

皇
紀

二
六
〇
二
年
紀
元
節
書
之　

兄
年
八
十
八　

米
寿

※
以
上
に
加
え
て
「
哀
詞
」
と
題
さ
れ
た
弔
文
一
通

Ｆ
36
：
天
生
関
係
49

天
生
筆
和
文
類

〔
資
料
数
〕
１
袋
１
包
紙
50
枚
仮
綴
じ
14
冊
短
冊
８
枚
（
短
冊
の

ま
と
ま
り
に
小
紙
片
１
枚
有
り
）

〔
備
考
〕

⃝
�

包
紙
に
は
「
亡
兄
和
歌
和
文
類
」
と
書
き
付
け
。

⃝
�

和
歌
に
お
い
て
は
「
橘
嗣
満
」「
嗣
満
」
と
署
名
し
て
い
る
。

⃝
�

和
歌
ば
か
り
で
な
く
、50
枚
の
中
に
は
、「
七
経
雕
略
弁
言
三
則
」

と
題
さ
れ
た
文
章
も
含
む
。

⃝
�

仮
綴
じ
の
中
に
は
、「
賀
主
復
活
大
聖
堂
重
修
辞
」
と
い
っ
た

ロ
シ
ア
正
教
会
に
関
す
る
資
料
や
、「
三
宅
石
庵
小
伝
」
と
い
っ

た
懐
徳
堂
に
関
す
る
も
の
も
あ
る
。

⃝
�

冒
頭
の
資
料
紹
介
箇
所
参
照
。

Ｆ
37
：
短
冊
１

中
井
養
仙
筆
辞
世
・
甃
菴
筆
等
中
井
家
短
冊

〔
資
料
数
〕
１
箱
２
包
14
枚

〔
備
考
〕

⃝
�

１
の
箱
に
袋
だ
け
あ
り
（「
短
冊
箱
へ
」
と
記
し
た
メ
モ
有
り
）。

⃝
�

１
包
…
包
紙
は
『
大
主
教
ニ
コ
ラ
イ
師
事
蹟
』
の
表
紙
。
短
冊

12
枚
。「
中
庸
逢
原
」
と
書
か
れ
た
題
簽
１
枚
。

⃝
�

１
包
…
包
紙
に
「
甃
庵
先
生
短
冊
並
父
君
辞
世
」
と
書
き
付
け
。

短
冊
２
枚
。

＊
Ｆ
38
：
天
生
関
係
45

嵯
峨
に
ち
な
み
あ
る
文
章
詩
歌
集

〔
資
料
数
〕
21
点

〔
備
考
〕
特
に
な
し
。

＊
Ｆ
38
：
天
生
関
係
45
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磐
上
閣
記

〔
資
料
数
〕
１
袋
１
枚

〔
備
考
〕

⃝
�

大
阪
正
教
会
の
建
物
（
三
橋
楼
・
大
阪
生
神
女
庇
護
聖
堂
）
に

関
す
る
内
容
。
木
菟
麻
呂
筆
。

Ｆ
39

郷
土
ト
伝
記
（
日
本
ノ
部
）

〔
資
料
数
〕
１
袋
１
包
紙

〔
備
考
〕

⃝
�

サ
ン
デ
ー
毎
日
の
切
り
抜
き
22
枚
。
連
載
し
て
い
た
「
文
芸
風

土
記
」
の
【
そ
の
三
】
か
ら
【
そ
の
十
四
】
ま
で
を
ま
と
め
た

も
の
（
昭
和
四
年
一
月
二
十
日
～
同
年
四
月
二
十
一
日
）。【
そ

の
九
】
は
欠
。

Ｆ
40
：
記
録
35

天
生
筆
懐
徳
堂
関
係
草
稿

〔
資
料
数
〕
１
帙
４
冊
、
名
刺
３
枚

〔
備
考
〕

⃝
�

名
刺
３
枚
は
以
下
の
と
お
り
。「
北
島
格
（
大
阪
朝
日
新
聞
社
）」

「
井
之
邊
天
籟
（
大
阪
日
報
記
者
）」「
奥
村
恒
次
郎
（
大
阪
毎

日
新
聞
社
）」

⃝
�

冊
子
４
冊
は
い
ず
れ
も
仮
綴
じ
。
木
菟
麻
呂
「
弘
化
以
後
の
懐

徳
堂
」
の
草
稿
、
木
菟
麻
呂
「
安
政
以
後
の
大
阪
学
校
」
の
草

稿
（
終
子
口
述
筆
記
・
２
冊
）、
木
菟
麻
呂
「
已
巳
残
愁
録
」

の
草
稿
。

Ｆ
41
：
記
録
53

貽
範
贈
位
関
係
文
書

〔
資
料
数
〕
１
袋
１
包
紙
１
通
仮
綴
１
冊

〔
備
考
〕

⃝
�

包
紙
に
「
貽
範
君
贈
位
書
状
（
範
と
君
の
間
に
「
文
恵
文
清
三
」

の
五
文
字
が
見
せ
消
ち
）」
と
書
き
付
け
。
ち
な
み
に
包
紙
は
、

西
村
天
囚
が
「
御
花
料
」
を
包
ん
だ
用
紙
（「
御
花
料　

西
村

時
彦　

金
五
円
」
と
記
さ
れ
て
い
る
）。

⃝
�

書
簡
１
通
は
、
松
山
直
蔵
が
木
菟
麻
呂
に
宛
て
た
も
の
（
十
一

月
二
十
日
付
け
※
大
正
六
年
と
思
わ
れ
る
）。

⃝
�

仮
綴
１
冊
は
、
葉
書
３
枚
（
内
２
枚
は
並
河
總
次
郎
と
羽
倉
信

一
郎
。
１
枚
は
差
出
人
未
詳
）
と
笹
脇
正
造
か
ら
の
書
面
２
枚

と
内
山
彼
得
（
ロ
シ
ア
正
教
会
関
係
ヵ
）
か
ら
の
書
簡
１
通
を

左
肩
で
留
め
た
物
。

Ｆ
42
：
記
録
55

竹
山
贈
位
関
係
文
書
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〔
資
料
数
〕
１
袋
１
包
紙
４
帳
１
通
17
枚
仮
綴
３
冊

〔
備
考
〕

⃝
�

包
紙
に
は
「
文
恵
家
君
贈
位
賀
状
」
と
書
き
付
け
。

⃝
�

１
冊
は
７
枚
の
用
紙
を
左
肩
で
留
め
た
も
の
。
用
紙
の
サ
イ
ズ

は
混
在
。
鶴
屋
八
幡
の
領
収
書
２
枚
（
明
治
四
十
五
年
三
月
二

十
三
日
と
二
十
四
日
）、
懐
徳
祭
の
た
め
の
設
備
費
（
誓
願
寺

に
納
入
）
の
請
求
書
と
領
収
書
１
枚
（
明
治
四
十
五
年
三
月
二

十
三
日
）、
金
物
や
菰
の
領
収
書
（
三
月
二
十
三
日
）
１
枚
、

折
り
箱
や
握
り
飯
の
領
収
書
（
八
百
由
、
三
月
二
十
三
日
）
１

枚
、
献
立
表
１
枚
（
八
百
由
が
書
い
た
も
の
か
）。

⃝
�

１
冊
は「
竹
山
贈
位
奉
告
祭
ノ
時
ノ
一
般
招
待
者　

七
十
八
名
」

と
題
さ
れ
た
も
の
。
参
列
者
に
は
朱
筆
で
圏
点
が
付
さ
れ
て
い

る
。

⃝
�

右
と
ほ
ぼ
同
一
の
１
冊
。
タ
イ
ト
ル
は
「
竹
山
先
生
贈
位
奉
告

祭
ノ
時
ノ
一
般
招
待
者　

七
十
八
名
」。
異
同
か
ら
推
察
す
る

に
、
本
資
料
が
先
に
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
右
は
控
え
ヵ
。

⃝
�

１
枚
は
、
大
阪
府
よ
り
竹
山
へ
の
贈
位
記
と
辞
令
と
を
交
付
す

る
旨
の
通
達
（
明
治
四
十
五
年
三
月
五
日
）。
10
枚
は
、
奉
告

祭
で
の
案
内
人
な
ど
を
依
頼
し
た
人
（
旧
門
人
と
親
族
）
か
ら

の
葉
書
９
枚
と
そ
の
リ
ス
ト
１
枚
。
２
枚
は
奉
告
祭
の
案
内
状

（
印
刷
物
、
明
治
四
十
五
年
三
月
二
十
一
日
）、
２
枚
は
「
竹
酔　

黄
裳
題
」
と
印
刷
さ
れ
た
用
紙
。
下
部
に
「
中
井
竹
山
贈
位
記

念
（
改
行
）
擬
懐
徳
堂
已
有
園
方
竹
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
参

列
者
へ
の
記
念
品
に
添
付
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
１
枚

は
前
川
虚
舟
刻
の
「
竹
酔
日
吾
以
降
」
の
印
影
（
印
刷
）。
１

枚
は
一
部
の
親
族
の
名
前
を
列
挙
し
た
も
の
。

⃝
�

１
帳
は
寄
付
台
帳
。懐
徳
堂
記
念
会
も
三
十
円
寄
付
し
て
い
る
。

⃝
�

１
帳
は
支
出
記
録
。

⃝
�

１
帳
は
「
明
治
四
拾
五
年
三
月
廿
三
日
（
改
行
）
中
井
竹
山
御

贈
位
墓
前
奉
告
祭
参
列
芳
名
録
（
改
行
）
祭
主
中
井
木
菟
麻
呂
」

と
表
書
き
さ
れ
た
芳
名
録
。

⃝
�

１
帳
は
、
奉
告
祭
に
対
す
る
返
信
書
簡
（
欠
席
者
）
を
ま
と
め

た
も
の
。

⃝
�

１
通
は
北
島
格
と
齋
籐
酉
男
治
（
連
名
）
と
に
宛
て
て
木
菟
麻

呂
が
書
い
た
奉
告
祭
に
対
す
る
礼
状
の
草
稿
。
三
月
三
十
日
の

日
付
あ
り
。

⃝
�

冒
頭
の
資
料
紹
介
箇
所
参
照
。

Ｆ
43
：
天
生
関
係
41

天
生
遺
稿
等

〔
資
料
数
〕
６
袋
・
枝
番
号
１
／
６
～
６
／
６

〔
備
考
〕

⃝
�

１
／
６
…�

１
袋
仮
綴
２
冊
。
１
冊
は
「
水
哉
秘
記
」
と
表
紙
に

書
き
付
け
。
明
治
十
六
年
八
月
十
三
日
～
明
治
二
十
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年
五
月
二
十
三
日
ま
で
の
断
片
的
な
日
記
（
お
そ
ら

く
は
木
菟
麻
呂
）。
間
に
明
治
二
十
年
三
月
二
十
五

日
の
記
録
が
一
枚
挟
ま
っ
て
い
る
。
１
冊
は
「
水
哉

秘
記　

明
治
十
七
年
三
月
十
二
日
起
草
」
と
表
紙
に

書
き
付
け
。
中
は
前
述
の
も
の
と
お
そ
ら
く
は
同
じ

と
思
わ
れ
る
。
間
に
備
忘
録
的
に
書
き
と
ど
め
ら
れ

た
日
記
の
メ
モ
が
16
枚
（
内
１
枚
は
封
筒
）
挟
ま
れ

て
い
る
。

⃝
�

２
／
６
…�

１
袋
１
包
紙
仮
綴
２
冊
、
６
枚
。
包
紙
に
は
、「
水

哉
館
関
係
書
類
一
束
」
と
書
き
付
け
。
１
冊
は
版
心

に
「
周
易
逢
原　

水
哉
館
」
と
入
っ
た
用
紙
を
２
枚

ク
リ
ッ
プ
で
留
め
た
も
の
。
内
容
は
、「
覚
書
一
通
」

と
題
し
、「
甃
菴
先
生
記
念
堂
」
に
関
す
る
こ
と
と
、

「
懐
徳
堂
遺
物
」
に
関
す
る
こ
と
と
が
書
か
れ
て
い

る（
お
そ
ら
く
は
木
菟
麻
呂
筆
）。後
者
に
つ
い
て
は
、

懐
徳
堂
遺
物
は
、
懐
徳
堂
の
遺
蔵
品
と
中
井
家
祖
先

の
品
と
の
二
つ
に
分
か
れ
る
と
し
（
水
哉
館
遺
物
は

除
く
）、
価
格
が
定
め
が
た
く
、
も
し
譲
渡
す
る
な

ら
ば
高
額
と
な
る
旨
（
寄
附
の
場
合
は
別
と
す
る
）

が
記
さ
れ
て
い
る
。
１
冊
は
、
縦
二
四
．
一
×
横
一

六
．
七
㎝
の
用
紙
２
枚
と
二
三
．
一
×
三
二
．
六
㎝

の
用
紙
３
枚
を
右
上
で
止
め
た
も
の
。「
履
軒
先
生

奉
告
祭
案
内
先
人
名
」
と
題
さ
れ
て
お
り
、
判
型
の

小
さ
い
用
紙
に
は
「
現
在
懐
徳
堂
記
念
会
関
係
者
」

と
し
て
35
名
、「
案
内
ス
ヘ
キ
在
阪
有
志
者
」
と
し

て
36
名
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
判
型
の
大
き

い
用
紙
に
に
は
、「
親
族
」
と
し
て
26
名
、「
旧
門
下
」

と
し
て
15
名
、「
旧
学
校
関
係
者
並
知
人
」
と
し
て

13
名
記
載
さ
れ
て
い
る
。並
河
總
次
郎
や
革
島
氏（
彦

一
・
銗
太
郎
）、
淡
輪
氏
や
笹
脇
氏
、
渋
谷
芳
太
郎
、

幸
田
成
友
、
太
田
源
之
助
、
高
辻
修
長
、
木
崎
愛
吉

の
名
前
が
見
ら
れ
る
。「
洛
西
嵯
峨
に
追
孝
祠
堂
を

建
つ
る
議
」
と
題
し
た
印
刷
物
３
枚
。
お
そ
ら
く
は
、

前
述
の
「
甃
菴
先
生
記
念
堂
」
に
関
連
す
る
資
料
。

１
枚
は
「
七
経
雕
題
目
録
」
と
題
し
た
も
の
。
懐
徳

堂
文
庫
の
貴
重
書
の
一
つ
に
、「
七
経
雕
題
同
略
目

録
」
が
あ
る
が
、
こ
の
中
に
あ
る
「
七
経
雕
題
目
録
」

の
草
稿
と
思
わ
れ
る
。「
謹
告
」
と
題
し
た
印
刷
物

１
枚
。
木
菟
麻
呂
が
京
都
に
住
居
を
移
し
、
漢
詩
や

国
歌
の
削
正
依
頼
を
請
け
負
う
仕
事
を
始
め
た
こ
と

を
記
し
た
も
の
。「
揮
毫
規
定
」
と
題
し
た
印
刷
物

１
枚
。
木
菟
麻
呂
が
、
揮
毫
を
請
け
負
う
際
の
価
格

を
記
し
た
も
の
。

⃝
�

３
／
６
…�
１
袋
仮
綴
１
冊
。
表
紙
に
は
「
呉
山
社
詩
友
送
別
詩
」
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と
「
昭
和
十
二
年
六
月
」
の
書
き
付
け
。
い
ず
れ
も

木
菟
麻
呂
に
宛
て
た
詩
。
吉
田
鋭
雄
や
酒
井
全
ら
の

名
前
が
見
ら
れ
る
。

⃝
�

４
／
６
…�

１
袋
１
枚
。「
天
楽
子
」
の
署
名
と
「
明
治
十
七
年
」

の
記
載
あ
り
。

⃝
�

５
／
６
…�
１
袋
仮
綴
１
冊
、
７
枚
。
１
冊
は
、
半
葉
９
行
の
用

紙
４
枚
を
右
肩
で
綴
じ
た
も
の
。
前
半
２
葉
は
「
重

刊
と
は
す
か
た
り
の
跋
」
と
題
が
あ
る
た
め
、
こ
の

跋
文
の
草
稿
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
は
木
菟
麻
呂

筆
。
後
半
２
葉
は
、
画
賛
に
対
す
る
木
菟
麻
呂
の
意

見
・
技
術
と
、
こ
れ
ら
を
伝
播
す
る
た
め
の
賛
助
を

求
め
る
内
容
を
第
三
者
（
旧
懐
徳
堂
門
下
生
）
が
ま

と
め
、
紹
介
し
た
文
章
。
大
正
十
一
年
十
一
月
の
も

の
。
他
７
枚
は
、
木
菟
麻
呂
が
記
し
た
短
文
や
和
歌

な
ど
。

⃝
�

６
／
６
…�

１
袋
２
枚
。
１
枚
は
菅
原
修
長
（
菅
原
道
真
の
子
孫
）

が
、『
洛
汭
奚
嚢
』
を
手
写
し
て
贈
っ
て
く
れ
た
こ

と
へ
の
御
礼
。
１
枚
は
、
木
菟
麻
呂
が
信
州
諏
訪
湖

に
行
っ
た
際
の
こ
と
に
つ
い
て
、
山
崎
兼
が
数
首
の

歌
を
詠
ん
だ
も
の
。

⃝
�

冒
頭
の
資
料
紹
介
箇
所
参
照
。

Ｆ
44
：
天
生
関
係
75

天
生
之
水
哉
館
関
係
文
書

〔
資
料
数
〕
12
袋
・
枝
番
号
１
／
16
～
16
／
16

〔
備
考
〕

⃝
�

枝
番
号
な�

し
…
１
袋
。
も
と
の
包
紙
が
入
っ
て
い
る
。
包
紙
に

は｢

亡
兄
黄
裳
遺
稿　

未
完　

妹
終
子
編
輯｣

と
書

き
付
け
。

⃝
�

１
／
16
…�

１
袋
１
包
紙
１
冊
（
仮
綴
）。｢

履
軒
先
生
遺
著　

華

胥
国
記　

ふ
き
の
言
葉　

歌
の
す
が
た｣

と
表
紙
に

書
き
付
け
。
木
菟
麻
呂
が
、
書
き
付
け
に
あ
る
タ
イ

ト
ル
の
印
刷
物
（
活
字
）
を
合
綴
し
た
も
の
。

⃝
�

２
／
16
…�

１
袋
１
包
紙
１
冊
（
仮
綴
）
用
紙
２
枚
。
用
紙
は
、

｢

景
社
文
稿｣

の
用
箋
に
木
菟
麻
呂
の｢

江
西
水
哉

館
記｣

が
記
さ
れ
た
も
の
。
お
そ
ら
く
は
、
仮
綴
じ

か
ら
漏
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
冊
子
の

方
は
、
木
菟
麻
呂
の
文
章
を
集
め
た
も
の
。
中
に
は
、

昌
業
安
か
ら
の
評
が
つ
い
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、

蒋
智
由
に
つ
い
て
述
べ
た
文
章
や
、
呉
山
社
の
課
題

な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。

⃝
�

３
／
16
…�

１
袋
２
通
。
双
方
と
も
書
簡
の
草
稿
。
１
通
は
王
克

敏
宛
て
（
昭
和
十
三
年
十
月
）、
１
通
は
鈕
永
建
。

⃝
�

４
／
16
…�
１
袋
２
冊
（
仮
綴
）。
１
冊
は
、『
懐
徳
』
掲
載
の
木
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菟
麻
呂｢

嵯
峨
九
懐｣

の
箇
所
の
み
を
綴
じ
た
も
の
。

１
冊
は
、
そ
れ
を
紙
に
貼
り
付
け
、
注
釈
を
書
き
込

ん
だ
も
の
。

⃝
�

５
／
16
…�
１
袋
１
冊
（
仮
綴
３
葉
）
1
枚
。
い
ず
れ
も
木
菟
麻

呂
に
関
す
る
印
刷
物
。
１
枚
物
は
、｢

訳
本
比
校
神

学
序｣
、
冊
子
は
、
明
治
天
皇
へ
の
頌
。

⃝
�

６
／
16
…�

１
袋
１
冊（
仮
綴
）。会
席
で
の
歌
を
ま
と
め
た
も
の
。

木
菟
麻
呂
を
含
め
、
４
名
（
無
夷
山
人
・
其
星
・
洛

汭
）。

⃝
�

７
／
16
…�

１
袋
１
冊
（
３
葉
仮
綴
じ
）。
木
菟
麻
呂｢

後
聖
空

議
序｣

の
草
稿
。

⃝
�

８
／
16
…�

１
袋
１
帳
。
新
聞
記
事
（
紙
名
は
未
詳
）
の
切
り
抜

き
を
綴
じ
た
も
の
。
慥
々
亭
主
人｢
大
阪
に
於
け
る

黒
船
（
一
）｣｢

大
阪
に
於
け
る
黒
船
（
二
）｣
、
山
田

慥
亭｢

露
国
布プ
ー
チ
ャ
チ
ン

恬
廷
提
督
幷
に
オ
リ
ガ
嬢
（
一
）｣｢

露
国
布プ
ー
チ
ャ
チ
ン

恬
廷
提
督
幷
に
オ
リ
ガ
嬢
（
一
）｣
～｢
露

国
布プ
ー
チ
ャ
チ
ン

恬
廷
提
督
幷
に
オ
リ
ガ
嬢
（
三
）｣

⃝
�

９
／
16
…�

１
袋
１
冊
（
２
葉
仮
綴
）
１
枚
。
１
枚
も
の
は
、｢

懐
徳
堂
印
存
附
言｣

（
印
刷
物
）。
冊
子
は
、『
懐
徳

堂
印
存
』
の
木
菟
麻
呂
識
語
の
部
分
の
み
を
綴
じ
た

も
の
（
印
刷
物
）。

⃝
�

10
／
16
…�

１
袋
３
冊
（
仮
綴
、
内
１
冊
は
破
損
）
３
枚
。
３
枚

の
内
２
枚
は
「
な
に
は
正
教
」。
１
枚
は
木
菟
麻
呂

の｢

薩
華
山
崎
教
兄
を
懐
ふ｣

（
大
正
15
年
９
月
１

日
第
19
号
）
の
切
り
抜
き
。
も
う
１
枚
は
木
菟
麻
呂

「
故
ニ
コ
ラ
イ
大
主
教
の
日
常
」（
昭
和
２
年
２
月
１

日
第
24
号
）。
３
枚
目
は
『
覚
醒
』
第
37
号
の
木
菟

麻
呂｢

亡
友
薩
華
山
崎
兄
の
遺
事｣

の
切
り
抜
き
。

仮
綴
本
の
１
冊
は
、『
正
教
新
報
』
に
連
載
し
た
木

菟
麻
呂
談｢

故
大
主
教
ニ
コ
ラ
イ
師
の
翻
訳
事
業｣

を
ま
と
め
た
も
の
。
１
冊
は
綴
じ
が
壊
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
が
、
木
菟
麻
呂
の｢

大
阪
府
懐
徳
書
院
の
教

授
中
井
竹
山　

大
阪
先
賢
列
伝
【
七
】｣

（『
大
大
阪
』

第
９
巻
第
８
号
）、
も
う
１
冊
は
「
水
哉
館
主
中
井

履
軒　

大
阪
先
賢
列
伝
【
六
】」（『
大
大
阪
』
第
９

巻
第
７
号
）
を
切
り
取
っ
た
も
の
。

⃝
�

11
／
16
…�

１
袋
４
枚
。
新
聞
の
切
り
抜
き
（
紙
名
未
詳
）。
切

り
抜
き
は
、
続
き
と
な
る
箇
所
を
貼
り
合
わ
せ
て
１

枚
と
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
以
下
、
便
宜
上
１
～

４
の
番
号
を
ふ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
記
す
。

１
…�｢

贈
位
発
表｣

中
井
忠
蔵

２
…�｢
懐
徳
堂
記
念
出
版｣

｢

懐
徳
堂
の
紀
念
祭　

大
阪
実
業

家
の
盛
挙｣

３
…�｢
中
井
履
軒
の
子
孫　

白
髪
童
顔
の
高
齢　

中
井
天
生
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氏
と
語
る｣

４
…�｢

京
大
へ
さ
れ
る　

並
河
家
の
蔵
書　

珍
籍
も
尠
く
な

い｣
⃝
�

12
／
16
…�

１
袋
１
冊
。『
大
阪
商
工
祭
合
祀　

商
工
業
先
覚
者

略
伝
』〔
昭
和
十
一
年
年
十
一
月
月
一
日
二
日
於
大

阪
城
外
大
手
前
公
園
祭
典
執
行
〕（
大
阪
商
工
祭
協

会
）
※
竹
山
や
重
建
懐
徳
堂
関
係
者
の
名
が
多
数
挙

が
っ
て
い
る
。

⃝
�

13
／
16
…�

１
袋
１
冊
（
仮
綴
）。
表
紙
に
「
中
井
天
生
養
生
談
」

と
書
き
付
け
。
中
身
は
雑
誌
よ
り
木
菟
麻
呂
の
「
佚

齋
樗
山
の
養
気
法
」
を
切
り
抜
い
た
も
の
（
掲
載
誌

未
詳
）。

⃝
�

14
／
16
…�

１
袋
１
冊
（
仮
綴
）
１
包
。
包
紙
に｢

小
説
字
彙　

少
年
時
代
天
生
編｣

と
書
き
付
け
。

⃝
�

15
／
16
…�

１
袋
１
枚
。｢

送
別
の
歌｣

。

⃝
�

16
／
16
…�

１
袋
１
枚
。
木
菟
麻
呂
に
批
正
を
求
め
た
も
の
。

⃝
�

冒
頭
の
資
料
紹
介
箇
所
参
照
。

Ｆ
45
：
天
生
関
係
39

天
生
書
祭
文

〔
資
料
数
〕
１
袋
１
包
紙
４
通

〔
備
考
〕

⃝
�

包
紙
に
は
「
祭
文　

四
通　

中
井
黄
裳
」
と
書
き
付
け
。

⃝
�

４
通
は
そ
れ
ぞ
れ
包
紙
に
包
ま
れ
て
お
り
、
包
紙
に
は
以
下
の

タ
イ
ト
ル
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
修
神
主
告
家
祖
文
」「
寄
進
懐

徳
堂
遺
物
告
先
賢
文
」「
立
継
嗣
告
父
祖
文
」「
獲
詩
書
逢
原
告

履
軒
先
生
文
」。

⃝
�

い
ず
れ
の
祭
文
も
昭
和
九
年
の
も
の
。

⃝
�

冒
頭
の
資
料
紹
介
箇
所
参
照
。

Ｆ
46
：
記
録
69

中
井
二
三
関
係
書
類

〔
資
料
数
〕
１
袋
１
包
19
枚
、
紙
片
１
枚

〔
備
考
〕

⃝
�

紙
片
の
用
途
不
明
。

⃝
�

包
紙
に「
亡
兄
中
井
二
三
幼
年
ノ
書　

十
二
才
ニ
テ
没
ス　
「
こ

れ
は
つ
か
ふ
べ
か
ら
ず
」
ノ
注
意
書
ハ
生
母
春
老
年
ノ
筆　

終

子
志
る
す
」
と
書
付
。

＊
Ｆ
47
：
掛
軸
23

竹
山
筆
識
語　

赤
壁
賦

〔
資
料
数
〕
１
袋
仮
綴
１
冊
・
枝
番
号
１
／
３

〔
備
考
〕

⃝
�

Ｆ
47
で
重
複
し
て
い
た
三
点
は
、
枝
番
号
で
区
分
し
た
。
こ
こ
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で
は
そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
記
す
。

⃝
�

表
紙
に
「
文
衡
山
漢
隷
後
赤
壁
賦
臨
本
」
と
書
き
付
け
。
本
文

４
葉
。

⃝
�

竹
山
の
識
語
有
り
。

＊
Ｆ
47
：
掛
軸
24

顔
魯
公
書
告
身

〔
資
料
数
〕
１
袋
仮
綴
１
冊
・
枝
番
号
２
／
３

〔
備
考
〕

⃝
�

筆
者
未
詳
だ
が
、
１
／
３
と
同
様
、
竹
山
筆
の
可
能
性
が
高
い
。

本
文
５
葉
。

＊
Ｆ
47
：
掛
軸
25

双
鉤
草
稿

〔
資
料
数
〕
１
袋
１
帳
・
枝
番
号
３
／
３

〔
備
考
〕

⃝
�

岩
田
剛
文
編
の
『
伊
呂
波
帖
』
を
双
鉤
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
本
紙
36
枚
。

Ｆ
48
：
天
生
関
係
50

天
生
遺
稿

〔
資
料
数
〕
１
箱
14
袋
・
枝
番
号
４
／
19
、
６
／
19
～
19
／
19

〔
備
考
〕

⃝
�

４
／
19
…�

１
袋
３
枚
。木
菟
麻
呂
宛
て
書
簡
。差
出
人
未
詳（
小

倉
氏
ヵ
）。
菅
茶
山
に
関
す
る
内
容
。

⃝
�

６
／
19
…�

１
袋
１
冊
（
仮
綴
、
５
葉
）
１
枚
。
１
枚
物
は
、
木

菟
麻
呂
「
江
西
水
哉
館
記
」
の
草
稿
。
頭
注
も
有
り
。

仮
綴
じ
本
は
、原
稿
用
紙
柱
に「
景
社
文
稿
」と
入
っ

た
用
箋
を
用
い
た
「
後
水
哉
館
学
案
梗
概
」
の
草
稿
。

⃝
�

７
／
19
…�

１
袋
２
冊
（
仮
綴
）
２
枚
。
２
枚
物
は
、
菅
茶
山
が

並
河
天
民
に
つ
い
て
記
し
た
文
章
を
書
写
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
仮
綴
じ
本
の
内
、
一
冊
は
「
達
並
河

老
祖
書
」
と
題
し
、
木
菟
麻
呂
が
記
し
た
草
稿
。
も

う
一
冊
は
、並
河
天
民
の
碑
文
に
関
す
る
も
の
と「
刊

七
経
逢
原
序
」
の
草
稿
を
合
綴
し
た
も
の
。

⃝
�

８
／
19
…�

１
袋
１
冊
（
仮
綴
）。
お
そ
ら
く
は
、
木
菟
麻
呂
が

幼
少
時
に
書
い
た
詩
文
に
、
寒
泉
が
朱
を
入
れ
た
も

の
を
ま
と
め
た
も
の
。

⃝
�

９
／
19
…�

１
袋
１
枚
。
筆
者
不
明
。「
或
問
楚
辞
茶
経
伊
勢
物

語
古
今
和
歌
集
、
亦
皆
有
雕
題
、
共
三
十
巻
。
云
々
」

と
始
ま
る
文
章
。
お
そ
ら
く
は
、
履
軒
の
著
作
を
刊

行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
木
菟
麻
呂
の
記
し
た
序
文
類

の
草
稿
と
思
わ
れ
る
。

⃝
�

10
／
19
…�
１
袋
１
帳
。
木
菟
麻
呂
の
草
稿
を
ま
と
め
た
も
の
。
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中
に
は
、天
囚
に
批
正
を
依
頼
し
、朱
が
入
っ
て
戻
っ

て
き
た
物
（「
刊
大
学
雑
議
中
庸
論
孟
逢
原
叙
」）
や

「
懐
徳
堂
旧
址
碑
記
」
と
題
し
た
草
稿
も
有
る
。

⃝
�

11
／
19
…�

１
袋
１
冊
（
仮
綴
）。
木
菟
麻
呂
の
草
稿
類
を
合
綴

し
た
も
の
。
蒋
智
由
（
性
遂
）
へ
の
返
信
や
稻
束
香

山
・
西
村
天
囚
へ
の
弔
文
草
稿
等
が
見
え
る
。

⃝
�

12
／
19
…�

１
袋
２
冊
（
仮
綴
）。
木
菟
麻
呂
の
草
稿
。
双
方
と

も
版
心
下
部
に
「
景
社
文
稿
」
と
入
っ
た
用
紙
を
使

用
（
一
部
異
な
る
も
の
有
り
）。
ま
た
、
景
社
の
課

題
と
も
思
わ
れ
る
。１
冊
は
、「
反
孔
教
論
駁
議
」「
疑

字
音
考
」「
天
説
余
論
」「
論
語
吾
与
回
言
章
退
而
省

私
解
」「
大
極
疑
義
（
こ
れ
の
み
用
箋
が
異
な
る
）」

が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、松
山
直
蔵
や
倉
石
武
四
郎
、

武
内
義
雄
ら
景
社
メ
ン
バ
ー
の
評
が
書
き
入
れ
ら
れ

て
い
る
。１
冊
は
、「
論
唐
虞
三
代
先
聖
信
念
」の
み
。

松
山
直
蔵
と
藤
澤
黄
坡
（
章
）
の
署
名
が
見
え
る
。

⃝
�

13
／
19
…�

１
袋
１
包
紙
５
冊
（
内
、
仮
綴
３
冊
）
４
枚
。
包
紙

に
は
「
教
会
方
面
ノ
文
」
と
書
き
付
け
。
１
枚
は
木

菟
麻
呂
の
識
語
草
稿
。
何
に
対
し
て
の
も
の
な
の
か

不
明
。「
保
羅
生
天
」
と
「
天
楽
」
の
印
記
有
り
。

１
枚
は
「
擬
頌
」
と
題
し
た
草
稿
。
明
治
二
十
四
年

三
月
八
日
の
日
付
が
見
え
る
。残
り
２
枚
は
セ
ッ
ト
。

木
菟
麻
呂
撰
書
と
な
っ
て
い
る
が
、
誰
に
対
し
て
寄

せ
た
も
の
な
の
か
未
詳
。
大
正
五
年
四
月
の
日
付
が

見
え
る
。
１
冊
は
表
紙
題
簽
に
「
決
」、
本
文
の
題

名
は「
決
志
賦　

并
序
」。本
文
は
３
葉
。版
心
に「
逸

史
」「
懐
徳
堂
」
と
入
っ
た
用
箋
を
使
用
。
木
菟
麻

呂
が
孔
門
か
ら
正
教
会
へ
と
信
仰
を
変
え
た
こ
と
や

寒
泉
の
怒
り
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
日
付
は
「
千

八
百
八
十
一
年
七
月
五
日
」。
木
菟
麻
呂
の
署
名
と

印
が
見
え
る
。
１
冊
は
表
紙
に
「
尼
港
の
花
」
と
書

き
付
け
。豊
田
旭
穣
に
贈
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、

木
菟
麻
呂
の
識
語
か
ら
窺
え
る
。
な
お
、
末
尾
に
は

旭
穣
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
１
冊
は
「
経
典
翻
訳
ニ

関
ス
ル
請
願
」
の
草
稿
。
明
治
四
十
五
年
七
月
の
日

付
が
見
え
る
。
仮
綴
１
冊
は
「
聖
母
瑪
琍
亜
伝
」
の

草
稿
。
仮
も
う
１
冊
の
仮
綴
は
、
木
菟
麻
呂
草
稿
類

を
合
綴
し
た
も
の
。
い
ず
れ
も
正
教
会
関
係
。

⃝
�

14
／
19
…�

１
袋
２
包
紙
２
点
。
１
点
は
包
紙
に
「
お
も
ひ
て
の

桜
狩
」
と
書
き
付
け
あ
り
。
中
に
は
書
状
形
式
で
包

紙
の
タ
イ
ト
ル
と
同
タ
イ
ト
ル
に
て
、
女
子
神
学
校

の
学
生
と
の
桜
狩
り
に
つ
い
て
の
文
章
。
冒
頭
に
桜

の
押
し
花
有
り
。
１
点
は
包
紙
に
「
外
山
の
別
」
と

書
き
付
け
。
先
述
資
料
と
同
様
に
書
状
形
式
に
「
外
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山
の
わ
か
れ
」
と
題
し
、
女
子
神
学
校
の
学
生
と
の

別
れ
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
、
桜

狩
り
に
同
行
し
た
学
生
と
同
学
生
ヵ
。
間
に
数
個
の

押
し
花
有
り
。

⃝
�

15
／
19
…�
１
袋
１
冊
（
仮
綴
）。「
上
山
階
親
王
書
」。

⃝
�

16
／
19
…�

１
袋
２
冊
（
仮
綴
）。
双
方
と
も
「
弓
詞
」
の
草
稿
。

⃝
�

17
／
19
…�

１
袋
１
冊
（
仮
綴
）。「
雑
詩
備
忘
」
と
表
に
書
き
付

け
。
反
故
紙
の
裏
面
を
用
い
て
作
成
し
た
冊
子
。
な

お
、
反
故
紙
の
中
に
は
、
懐
徳
堂
堂
友
会
幹
事
か
ら

の
書
簡
も
あ
る
。

⃝
�

18
／
19
…�

１
袋
１
枚
。「
東
山
道
」
13
国
や
「
北
海
道
」
11
国

が
記
さ
れ
て
い
る
。
木
菟
麻
呂
幼
少
時
の
手
習
い
と

思
わ
れ
る
。
用
箋
の
版
心
に
「
大
阪
府
下
」「
第
三

大
区
壱
小
区　

好
徳
学
校
」
と
有
り
。

⃝
�

19
／
19
…�

１
箱
４
帳
５
枚
。
１
枚
は
柳
宗
元
「
江
雪
」
の
拓
本
。

そ
の
裏
に
「
亡
兄
遺
稿
未
撰
抜
」
と
あ
る
た
め
、
拓

本
は
資
料
の
一
部
で
は
無
く
、
反
故
紙
を
用
い
て
こ

れ
ら
の
資
料
群
の
名
称
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
も
木
菟
麻
呂
草
稿
類
。
な

お
、
懐
徳
堂
関
連
の
遺
書
遺
物
類
に
関
す
る
極
め
書

き
（
識
語
）
が
多
く
有
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
器
物
類
と
突
き
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、「
博
山
香
炉
」
が
昭
和
三
年
製
で

あ
る
こ
と
を
示
す
資
料
な
ど
有
り
。
ほ
か
、
明
治
二

十
一
年
、
逢
原
以
下
十
部
百
十
八
冊
が
六
十
五
金
に

て
売
り
に
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
資
料

や
、
天
囚
の
門
人
で
あ
る
岡
山
源
六
に
贈
っ
た
詩
歌

も
有
る
。

⃝
�

冒
頭
の
資
料
紹
介
箇
所
参
照
。

Ｆ
49
：
天
生
関
係
76

天
生
調
査
遺
稿

〔
資
料
数
〕
12
袋
・
枝
番
号
１
／
12
～
12
／
12

〔
備
考
〕

⃝
�

１
／
12
…�

１
袋
１
包
紙
。
包
紙
の
み
。「
亡
兄
調
査
遺
稿　

廿

一
冊
」
と
書
き
付
け
。

⃝
�

２
／
12
…�

１
袋
１
冊
（
仮
綴
）。「
貽
範
先
生
行
状
」
草
稿
。

⃝
�

３
／
12
…�

１
袋
１
冊
（
仮
綴
）。
版
心
に
「
江
西
水
哉
館
」
と

あ
る
用
箋
を
使
用
。
表
に｢

論
語
逢
原
附
録
草
稿　

崑
山
先
生
手
写
本
正
誤　

印
本
正
誤　

孟
子
逢
原
附

録
草
稿　

崑
山
先
生
手
写
本
正
誤｣

と
有
り
。

⃝
�

４
／
12
…�

１
袋
１
冊
（
仮
綴
）。
間
に
２
枚
有
り
（「
漫
筆　

誠

所
先
生
草
稿
」
と
冒
頭
に
タ
イ
ト
ル
）。
雑
記
帳
の

よ
う
な
も
の
ヵ
。「
履
軒
小
乗
抄
」
と
タ
イ
ト
ル
が
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書
か
れ
た
も
の
や
天
民
の
遺
稿
に
関
す
る
記
述
有

り
。

⃝
�

５
／
12
…�

１
袋
１
冊
（
仮
綴
）。
冒
頭
に
「
通
語
備
忘
」
と
有
り
。

『
通
語
』
の
語
注
の
よ
う
な
も
の
。
完
結
し
て
い
る
。

⃝
�

６
／
12
…�
１
袋
１
冊
（
仮
綴
）。
目
次
一
覧
。
何
の
目
次
か
は

不
明
。

⃝
�

７
／
12
…�

１
袋
２
冊
（
仮
綴
）。
雑
記
帳
。
１
冊
は
、
末
尾
に

戸
籍
謄
本
の
写
し
に
つ
い
て
の
記
述
有
り
（
終
子
に

つ
い
て
の
件
ヵ
）。１
冊
は
、お
そ
ら
く『
論
語
逢
原
』

に
関
し
て
、崑
山
本
と
対
照
し
た
際
の
メ
モ
書
き
ヵ
。

⃝
�

８
／
12
…�

１
袋
１
冊（
仮
綴
）。版
心
に「
呉
山
社
稿
本
」と
入
っ

た
用
箋
を
使
用
。
冒
頭
に
「
絶
海
禅
師
語
録
抄
」
と

タ
イ
ト
ル
有
り
。

⃝
�

９
／
12
…�

１
袋
１
冊
（
仮
綴
）。
雑
記
帳
。

⃝
�

10
／
12
…�

１
袋
１
冊
（
仮
綴
）。「
京
都
府
ヨ
リ
正
院
エ
建
言
写
」

と
題
し
た
文
章
が
あ
る
た
め
、
学
舎
に
関
す
る
記
述

を
集
め
た
も
の
ヵ
。
大
阪
新
聞
の
記
事
写
し
書
き
も

有
り
。

⃝
�

11
／
12
…�

１
袋
５
冊
（
仮
綴
）。
各
冊
の
冒
頭
に
記
さ
れ
た
タ

イ
ト
ル
は
次
の
通
り
。
１
冊
は
「
女
流
漢
詩
人
」。

１
冊
は
「
朱
雀
院
」。
１
冊
は
「
女
流
詩
家
の
興
起
」。

１
冊
は
「
国
文
学
に
あ
ら
は
れ
た
る
漢
学
者
」。
１

冊
は
「
吾
嬬
篳
譜
抄
」。

⃝
�

12
／
12
…�

１
袋
１
枚
。『
十
三
朝
紀
聞
』
巻
四
の
中
御
門
天
皇

に
関
す
る
記
述
の
写
し
。

Ｆ
50
：
天
生
関
係
47

嵯
峨
九
懐
自
注
等

〔
資
料
数
〕
３
袋
・
枝
番
号
１
／
３
～
３
／
３

〔
備
考
〕

⃝
�

１
／
３
…��

１
袋
２
枚
。
１
枚
は
「
送　

洛
汭
五
子
序
」
の
草
稿
。

明
治
三
十
四
年
十
二
月
二
十
六
日
の
日
付
が
見
え

る
。
１
枚
は
頌
。
正
教
会
に
関
す
る
も
の
と
思
わ
れ

る
が
未
詳
。

⃝
�

２
／
３
…��

１
袋
１
枚
。
木
菟
麻
呂
と
終
子
の
連
名
で
稚
暉
呉
へ

の
書
簡
の
草
稿
ヵ
。

⃝
�

３
／
３
…��

１
袋
１
包
紙
３
枚
。い
ず
れ
も
印
刷
物
の
切
り
抜
き
。

包
紙
に
は
「
中
井
天
生
壮
年
期
ノ
詩
文　

但
シ
印
刷

切
抜
ノ
ミ
」「
昭
和
十
九
年
十
月
五
日
輯
成　

終
子
」

と
書
き
付
け
。

Ｆ
51
：
天
生
関
係
79

天
生
保
存
書
類

〔
資
料
数
〕
１
箱
１
包
紙
書
簡
13
通
（
内
１
通
は
２
通
分
を
ま
と
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め
た
も
の
）
１
帳

〔
備
考
〕

⃝
�

包
紙
に
は
「
自
宅
保
存
書
簡　

重
要
書
類
」「
懐
徳
堂
水
哉
館

書
類
」「
寄
附
一
件
証
書
参
考
書
類
」
と
書
き
付
け
。

⃝
�

書
簡
は
二
つ
に
分
け
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
念
の
た
め
、
そ

の
ま
と
ま
り
に
従
い
、便
宜
上
丸
数
字
を
付
け
て
以
下
に
記
す
。

⃝
�

一
つ
目
の
ま
と
ま
り
…
①
小
倉
正
恒
宛
。
木
菟
麻
呂
が
資
料
寄

付
に
つ
い
て
報
告
し
た
も
の
。昭
和
十
四
年
三
月
の
日
付
有
り
。

②
木
菟
麻
呂
宛
。「
天
生
寄
進
」
の
印
章
作
成
に
つ
い
て
。
③

木
菟
麻
呂
宛
。
吉
田
鋭
雄
よ
り
資
料
寄
付
の
件
に
つ
い
て
。
④

木
菟
麻
呂
宛
。
今
井
貫
一
よ
り
２
通
分
。
寄
贈
に
関
す
る
件
だ

が
、
懐
徳
堂
と
大
阪
府
立
図
書
館
と
で
話
し
合
い
（
大
阪
府
立

図
書
館
に
寄
託
分
に
つ
い
て
も
懐
徳
堂
記
念
会
に
寄
贈
す
る
た

め
）
が
行
わ
れ
、
支
払
金
額
の
面
に
つ
い
て
も
狩
野
直
喜
ら
を

交
え
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
な
お
、
今
井
は

病
気
療
養
中
で
あ
っ
た
模
様
。
記
念
会
に
寄
贈
す
る
際
の
覚
書

案
も
２
通
目
に
有
り
。「
中
井
氏
御
所
蔵
ノ
懐
徳
堂
並
ニ
水
哉

館
諸
先
生
ノ
遺
書
遺
品
等
ヲ
現
懐
徳
堂
記
念
会
ニ
御
寄
附
御
申

込
相
成
候
ニ
就
テ
ハ
左
記
覚
書
ノ
通
リ
中
井
氏
御
承
諾
ナ
ラ
バ

御
交
渉
ニ
応
シ
懐
徳
堂
理
事
会
ノ
議
ヲ
マ
ト
ム
ヘ
ク
候
事　

懐

徳
堂
常
務
理
事　

今
井
貫
一
」「
覚
書
案　

一
、
中
井
木
菟
麻

呂
氏
ハ
永
久
保
存
ノ
目
的
ヲ
以
テ
懐
徳
堂
並
水
哉
館
先
賢
ノ
遺

書
遺
品
全
部
従
来
大
阪
府
立
図
書
館
ニ
寄
托
ノ
モ
ノ
ヲ
懐
徳
堂

記
念
会
に
寄
附
ス
ル
コ
ト　

二
、
懐
徳
堂
記
念
会
ハ
中
井
氏
ノ

寄
附
ヲ
受
領
シ
寄
附
ノ
趣
旨
ニ
従
ヒ
之
ヲ
尊
重
保
護
ス
ル
コ
ト　

三
、
中
井
木
菟
麻
呂
氏
ハ
寄
附
ノ
物
品
ヲ
何
時
ニ
テ
モ
使
用
勝

手
タ
ル
ベ
キ
コ
ト
（
一
マ
ス
分
空
き
）
尚
ホ
中
井
氏
希
望
ナ
レ

ハ
遺
書
調
査
ノ
コ
ト
ヲ
記
念
会
ヨ
リ
依
嘱
シ
テ
モ
差
支
ナ
キ
コ

ト
、
但
シ
依
嘱
ノ
御
手
当
ハ
差
上
ゲ
ザ
ル
コ
ト　

四
、
懐
徳
堂

記
念
会
ハ
中
井
氏
寄
附
ノ
厚
意
ニ
対
シ
感
謝
ノ
意
ヲ
表
シ
金
壱

万
円
ヲ
謝
礼
ト
シ
エ
中
井
氏
ニ
贈
呈
ス
ル
コ
ト
（
改
行
）
但
シ

金
壱
万
円
ノ
内
半
金
五
千
円
ヲ
寄
附
収
受
ト
同
時
ニ
贈
呈
シ
残

五
千
円
ハ
毎
年
壱
千
円
宛
ヲ
明
年
ヨ
リ
五
ヶ
年
ニ
割
合
セ
贈
呈

ス
ル
コ
ト
」。11
帳
。木
菟
麻
呂
の
草
稿
。大
阪
府
立
図
書
館（
館

長
長
田
富
作
）
へ
の
寄
託
品
引
渡
請
求
書
や
①
の
草
稿
、「
遺

書
及
遺
品
ノ
出
版
ニ
関
ス
ル
契
約
草
案
」
な
ど
。
⑤
木
菟
麻
呂

宛
。
木
間
瀬
策
三
よ
り
終
子
が
尋
ね
て
き
た
が
、
不
在
だ
っ
た

こ
と
へ
の
詫
び
な
ど
。
⑥
木
菟
麻
呂
宛
。
江
崎
政
忠
よ
り
。

⃝
�

二
つ
目
の
ま
と
ま
り
…
①
木
菟
麻
呂
宛
。
神
田
区
役
所
よ
り
甃

庵
贈
位
の
件
（
贈
正
五
位
）。
②
木
菟
麻
呂
宛
。
高
辻
修
長
よ

り
光
格
天
皇
侍
読
胤
長
の
件
と
「
高
辻
公
尺
牘
」。
尺
牘
の
中

身
は
次
の
と
お
り
。「
大
昨
所
携
朱
文
公
大
書
墨
本
四
幅
偶
供

御
覧
甚
愜　

聖
旨
因
以
献
之
胤
長
歓
喜
何
歇
儻
有
所
摺
更
恵
一

本
（
改
行
）
竹
山
先
生
几
前　

前
亜
槐
」。
③
木
菟
麻
呂
宛
。
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上
松
寅
三
よ
り
先
賢
墨
跡
帖
印
刷
の
件
と
契
約
書
。
④
木
菟
麻

呂
宛
。
大
阪
府
立
図
書
館
よ
り
遺
書
類
寄
托
の
件
に
つ
い
て
。

府
立
図
書
館
に
記
念
室
ま
た
は
記
念
館
を
作
る
話
ヵ
。
⑤
木
菟

麻
呂
宛
。
懐
徳
堂
記
念
会
（
明
治
四
十
三
年
年
十
二
月
二
十
三

日
の
消
印
。記
念
会
の
事
務
所
が
大
阪
銀
行
集
会
所
内
に
あ
る
）

よ
り
諸
先
哲
伝
記
史
料
蒐
集
の
件
に
つ
い
て
。⑥
木
菟
麻
呂
宛
。

狩
野
直
喜
よ
り
先
賢
史
料
に
つ
い
て
。
⑦
木
菟
麻
呂
宛
。
狩
野

直
喜
よ
り
訪
問
を
受
け
た
が
体
調
不
良
の
た
め
に
失
礼
し
た
こ

と
へ
の
詫
び
。

⃝
�

冒
頭
の
資
料
紹
介
箇
所
参
照
。

Ｆ
52
：
掛
軸
69

山
田
方
谷
・
三
島
中
洲
文
稿
等

〔
資
料
数
〕
５
袋
（
内
１
袋
は
包
紙
の
み
）・
枝
番
号
１
／
４
～
４

／
４
。
番
号
な
し
１
袋
。

〔
備
考
〕

⃝
�

１
袋
１
包�

紙
…
包
紙
に
は
次
の
書
き
付
け
。「（
山
田
方
谷
先
生

文
稿
合
蔵
）
一
枚
」「
三
島
中
洲
先
生　

一
枚
」「
蒋

観
雲
先
生　

二
枚
」「
安
倍
留
治
氏　

一
枚
」「
贈
兄

書　

五
枚
」

⃝
�

１
／
４
…�

１
袋
１
枚
。
三
島
中
洲
が
木
菟
麻
呂
に
贈
っ
た
詩
。

「
逢
君
宛
似
帰
郷
里
」。「
大
正
丁
巳
九
月
」
の
日
付

有
り
。

⃝
�

２
／
４
…�

１
袋
１
包
紙
２
冊
（
仮
綴
）
１
枚
。
包
紙
に
は
「
方

谷
先
生
少
壮
文
稿
」「
并
賡
方
谷
先
生
感
懐
韻
詩
稿

一
紙　

作
者
不
詳
」
と
書
き
付
け
。
①
１
枚
も
の
は

「
賡
琳
卿
山
田
生
感
懐
之
韻
」
と
「
用
前
韻
酬
伯
楫

並
河
君
」。
②
仮
綴
１
冊
は
「
与
家
弟
書
」。
末
尾
に

「
伏
乞
（
改
行
）
刪
正　

山
田
球
」
と
有
り
。
３
葉
。

③
仮
綴
１
冊
は
「
書
先
師
方
谷
先
生
少
壮
文
稿
後
」

と
冒
頭
に
タ
イ
ト
ル
有
り
。
三
島
毅
識
（
筆
は
息
子

の
復
が
代
書
。大
正
六
年
九
月
と
有
り
）。版
心
に「
二

松
学
舎
」
と
入
っ
た
用
箋
を
使
用
。
２
葉
。
木
菟
麻

呂
が
方
谷
の
少
壮
文
稿
と
無
名
氏
の
先
師
古
風
詩
一

首
を
持
っ
て
き
た
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。

⃝
�

３
／
４
…�

１
袋
３
枚
。
①
１
枚
は
蒋
智
由
が
木
菟
麻
呂
に
贈
っ

た
マ
ク
リ
。②
１
枚
は
蒋
か
ら
木
菟
麻
呂
へ
の
書
簡
。

③
１
枚
は
版
心
に
「
呉
山
社
稿
本
」
と
入
っ
た
用
箋

を
使
用
。

⃝
�

４
／
４
…�

１
袋
１
枚
。
安
倍
留
治
が
「
寄
懐
黄
裳
中
井
先
生
」

と
題
し
て
送
っ
た
文
。
冒
頭
に
「
升
山
履
軒
両
夫
子

識
見
高
邁
云
々
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
倍
は
懐
徳

堂
関
係
者
の
子
孫
と
思
わ
れ
る
。
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Ｆ
53
：
天
生
関
係
72

天
生
知
友
関
係
書
簡

〔
資
料
数
〕
13
通

〔
備
考
〕

⃝
�

中
井
七
郎
宛
や
中
井
次
郎
宛
書
簡
が
あ
る
が
、
筆
跡
な
ど
か
ら

書
写
の
可
能
性
が
高
い
。

Ｆ
54
：
記
録
２

旧
懐
徳
堂
及
水
哉
館
図
書
目
録

〔
資
料
数
〕
１
箱
１
包
16
冊

〔
備
考
〕

⃝
�

包
紙
表
書
き
に
終
子
に
よ
る
調
査
日
の
記
載
有
り
（
昭
和
十
九

年
九
月
九
日
調
）。「
旧
懐
徳
堂
八
冊　

及
水
哉
館
八
冊　

図
書

目
録
」
そ
れ
と
書
き
付
け
。

⃝
�

16
帳
の
表
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
タ
イ
ト
ル
が
書
き
付
け
ら
れ
て

い
る
ほ
か
、
左
上
に
番
号
が
振
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
番
号
は
重

複
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
付
さ
れ
た
の

か
詳
細
な
調
査
が
必
要
で
有
る
が
、
お
そ
ら
く
は
、
懐
徳
堂
・

水
哉
館
・
双
方
及
器
物
類
、
の
三
種
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
に
連

番
を
付
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
基
準
で
分
け
て

も
、
疑
問
の
残
る
も
の
は
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
、
上
の
三
種

に
従
っ
て
、
下
に
記
す
。

⃝
�

中
は
朱
で
書
き
込
み
や
注
釈
、
何
か
と
対
照
し
た
形
跡
が
見
え

る
。

甲
号
（
左�

上
番
号
）
…「
懐
徳
堂
水
哉
館
遺
書
目
録　

并
碑
帖

掛
軸
扁
額
器
物
類
」。

乙
号
上
…�「
懐
徳
堂
遺
書
目
録　

并
碑
帖
掛
軸
扁
額
器
物
類
」。

乙
号
下
…�「
水
哉
館
遺
書
目
録　

并
碑
帖
掛
軸
扁
額
器
物
類
」。

第
一
号
…�「
懐
徳
堂
先
正
著
述
目
録　

副　
　

上
」。

第
二
号
…�「
甃
庵
蘭
州
竹
山
蕉
園　

四
先
生
著
書
目
録　

伊
藤

氏
本
」。

第
三
号
…�「
竹
山
先
生
著
書
目
録　

並
河
氏
本
」。

第
四
号
…�「
懐
徳
堂
先
正
著
述
目
録　

副　

下
」。

第
五
号
…�「
懐
徳
堂
遺
書
目
収
録
」。

第
一
号
…�「
天
保
五
年
甲
午
十
月
下
旬
」「
天
楽
楼
書
籍
遺
蔵
目

録　

副　

衡
校
」「
水
哉
館
」。

第
二
号
…�「
天
楽
楼
蔵
書　

履
軒
小
乗
所
載
」。

第
三
号
…�「
仮
山
畚
蓋
表
目
録　

副
」。

第
四
号
…�「
懐
徳
堂
遺
書
目
拾
遺　

据
懐
徳
堂
先
正
著
述
目

録
」。

第
五
号
…�「
履
軒
先
正
著
述
目
録　

伊
藤
氏
本
」。

第
六
号
第�

七
号
…「
履
軒
先
生
著
書
目
録　

並
河
氏
本
」。

第
八
号
…�「
水
哉
館
遺
書
目
拾
遺　

据
宴
楽
楼
書
籍
遺
蔵
目

録
」。
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第
九
号
…�「
水
哉
館
遺
書
目
収
録
」。

⃝
�

朱
の
入
れ
方
や
資
料
名
の
採
り
方
等
の
凡
例
に
つ
い
て
は
、
各

帳
の
末
尾
に
記
載
さ
れ
て
い
る
（
一
部
な
し
）。

Ｆ
55
：
マ
ク
リ
41

直
指
庵
扁
額
拓
本
等

〔
資
料
数
〕
１
包
12
点

〔
備
考
〕

⃝
�

包
紙
表
書
き
に
「
隠
元
禅
師　

直
指
庵
横
額
」「
西
山
公
（
左

右
に
傍
線
を
引
き
、
右
に
）
観
海
横
額
（
左
に
）
残
月
亭
（
双

方
の
間
に
）（
拓
本
）」「
佐
藤
迷
羊
氏
書
（
肉
筆
）」
と
有
り
。

⃝
�「

残
月
亭
」
…
２
枚
。
拓
本
。
黄
門
公
真
筆
臨
摹
刻
（
拓
本
の

１
枚
は
、
そ
の
由
来
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
）。

⃝
�「

墨
本
目
録
」
と
題
し
た
紙
片
１
枚
。（
一
）
～
（
二
十
二
）
ま

で
の
連
番
を
付
し
た
資
料
名
（
碑
文
・
銘
文
の
拓
本
）
が
記
さ

れ
て
い
る
（
例
：「
含
翠
堂
拓
本
」
や
「
頼
梅
颸
墓
碑
」
等
）。

⃝
�

和
歌
の
記
さ
れ
た
紙
片
１
枚
。

⃝
�「

直
指
庵
横
額　

隠
元
書
」
…
拓
本
４
枚
（
１
文
字
１
枚
＋
署

名
と
印
）。

⃝
�「
観
海
横
額　

水
戸
西
山
公
書
」
…
仮
綴
１
冊
。
表
紙
に
「
非

売
品
」「
観
濤
閣
」
の
印
記
。
ま
た
、「
常
山
西
山
碑
」
の
タ
イ

ト
ル
と
「
観
濤
閣
蔵
」
と
印
刷
。
内
題
は
「
常
山
西
山
碑
」
表

紙
を
除
き
本
文
２
葉
。
末
尾
に
手
写
に
て
著
作
者
・
印
刷
社
名

と
印
刷
年
月
（
明
治
二
十
二
年
七
月
）
出
版
年
月
（
同
年
同
月

十
三
日
）
有
り
。
拓
本
１
枚
。

⃝
�

佐
藤
迷
羊
書
マ
ク
リ
２
枚
（
双
方
と
も
印
記
有
り
）。

Ｆ
56
：
天
生
関
係
42

天
生
筆
詩
文
稿

〔
資
料
数
〕
１
冊

〔
備
考
〕

⃝
�

大
福
綴
。
本
紙
11
枚
。
い
ず
れ
も
木
菟
麻
呂
の
草
稿
。

Ｆ
57
：
マ
ク
リ
６

古
賀
精
里
他
四
先
生
墓
碑
拓
本

〔
資
料
数
〕
１
包
４
枚

〔
備
考
〕

⃝
�

包
紙
表
書
き
に
「
古
賀
精
里　

室
鳩
巣　

柴
栗
山　

尾
藤
二
洲　

四
先
生
墓
碑
拓
本
」
と
書
付
。

Ｆ
58

中
井
し
う
関
連
鑑
定
書

〔
資
料
数
〕
１
包

〔
備
考
〕
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⃝
�

「
貴
人
隠
山　

井
堀
無
泉
」
か
ら
始
ま
る
書
面
（
和
歌
）
１
枚
。

⃝
�

「
説
明
書
」
…
１
冊
仮
綴
。
本
文
２
葉
。
田
中
骨
相
学
館
で
観

て
も
ら
っ
た
も
の
。

⃝
�

「
骨
相
学
術
応
用
鑑
定
書
」
…
１
枚
。
田
中
骨
相
学
館
応
用
所

の
も
の
。

⃝
�

「
中
井
し
う
様　

四
柱
推
命
鑑
定
書
」
…
１
冊
抄
本
。

⃝
�

「
鑑
定
書
」
…
１
冊
抄
本
。
中
井
シ
ウ
宛
。
小
西
観
相
所
。
久

遠
師
と
い
う
人
物
が
鑑
定
。
昭
和
六
年
七
月
の
記
有
り
。

Ｆ
59
：
マ
ク
リ
44

拓
本
類

〔
資
料
数
〕
１
袋
18
包
・
枝
番
号
１
／
16
～
16
／
16
、
17
／
17
、

番
号
な
し

〔
備
考
〕

⃝
�

番
号
な
し�

…
１
袋
１
包
紙
。「
拓
本
一
束
」
と
書
付
。

⃝
�

１
／
16
…�

１
袋
１
包
紙
（「
懐
徳
堂
額
面
一　

拓
本
」
と
書
付
）

拓
本
１
枚
。

⃝
�

２
／
16
…�

１
包
紙（「
履
軒
先
生
墓
誌
銘
」と
書
付
）拓
本
４
枚
。

⃝
�

３
／
16
…�

１
袋
１
包
紙
（「
象
戯
引　

履
軒
先
生
」
と
書
付
）

拓
本
１
枚
。

⃝
�

４
／
16
…�

「
蕉
園
先
生
壙
誌
」
の
書
付
１
枚
。
拓
本
２
枚
。

⃝
�

５
／
16
…�

１
包
紙
（「
蕉
園
先
生
書
墨
本
横
物
」
と
書
付
）
墨

本
１
枚
。

⃝
�

６
／
16
…�

１
袋
・
拓
本
２
枚
（「
頼
春
水
書　

拓
本
」
と
の
付

箋
添
付
）。

⃝
�

７
／
16
…�

１
袋
・
拓
本
１
枚
（「
五
井
蘭
洲
書　

拓
本
」
の
付

箋
添
付
）。

⃝
�

８
／
16
…�

１
袋
１
包
紙
（「
寄
逢
原
堂
詩　

頼
春
水
」
と
書
付
）

拓
本
１
枚
。

⃝
�

９
／
16
…�

１
袋
１
包
紙（「
大
主
教
ニ
コ
ラ
イ
師
墓
碑
」と
書
付
）

拓
本
２
枚
。

⃝
�

10
／
16
…�

１
袋
・
拓
本
２
枚
。
１
枚
は
「
山
陽
母
頼
梅
颸
の
墓

碑
」
の
付
箋
添
付
。
も
う
１
枚
は
「
羽
倉
信
一
郎
書
」

と
書
付
た
、「
孝
女
閏
菊
墓
」
の
拓
本
。

⃝
�

11
／
16
…�

１
袋
・
拓
本
１
枚
。「『
含
翠
堂
』
拓
本
」
の
付
箋
添

付
。

⃝
�

12
／
16
…�

１
袋
１
包
紙
（「
孔
夫
子
肖
像
三
枚
」
と
書
付
）。

⃝
�

13
／
16
…�

１
袋
３
包
紙
。
１
つ
は
「
蘭
亭
記
」
と
書
付
。
拓
本

１
枚
（
拓
本
の
内
題
は
「
蘭
亭
真
跡
」）。
１
つ
は
「
寒

山
寺
碑　

墨
本
」
と
書
付
。
拓
本
１
枚
。
１
つ
は
「
大

秦
景
教
碑　

一
組
四
枚
」
と
書
付
。
拓
本
４
枚
。

⃝
�

14
／
16
…�

１
袋
３
包
紙
。
１
つ
は
「
不
破
関
址
碑
記
」
と
書
付
。

拓
本
（
印
刷
ヵ
）
１
枚
。
１
つ
は
「
洛
陽
三
條
橋
石

柱
文
」
と
書
付
。
拓
本
１
枚
＋
拓
本
を
文
字
に
起
こ
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し
た
も
の
１
枚
。
１
つ
は
「
吉
野
山　

村
上
義
光
父

子
墓
誌
銘
」
と
書
付
。
拓
本
１
枚
。

⃝
�

15
／
16
…�

１
袋
２
包
紙
拓
本
１
枚
。
①
拓
本
（
印
刷
物
ヵ
）
は
、

「
東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
授
重
野
先
生
碑
銘
」。
②
包

紙
は
「
大
楠
公
及
小
楠
公
墓
碑
銘
」
と
書
付
。
拓
本

２
枚
。
③
包
紙
は
「
梅
里
先
生
御
寿
蔵
之
碑　

岡
村

氏
蔵
版
」
と
印
刷
。
拓
本
２
枚
。

⃝
�

16
／
16
…�

１
袋
１
包
紙
（「
大
石
可
笑
書　

拓
本
」
と
書
付
）

拓
本
１
枚
。

⃝
�

17
／
17
…�

１
幅
１
枚
。拓
本
を
裏
打
ち
し
た
も
の
か
。「
歌
器
図
」

（『
孔
子
家
語
』
よ
り
）。

【
資
料
名
一
覧
（
Ｆ
１
～
59
）】

Ｆ
１
：
記
録
68

寄
附
寄
贈
物
謝
礼
書
類

Ｆ
２
：
短
冊
３

並
河
寒
泉
・
上
田
秋
成
等
短
冊

Ｆ
３
：
天
生
関
係
44

天
生
入
信
期
関
係
短
冊

Ｆ
４
：
天
生
関
係
48

天
生
筆　

中
井
終
子
宛
餞
詩

Ｆ
５
：
天
生
関
係
46

嵯
峨
九
懐

Ｆ
６
：
マ
ク
リ
14

中
井
竹
山
書
西
岡
詩
三
行
書
（「
門
前
馬
車
云
々
」）

Ｆ
７
：
掛
軸
55

観
瀑
図

Ｆ
８
：
掛
軸
47

並
河
寒
泉
詩
幅
（「
喜
菟
孫
疾
癒
」）

Ｆ
９
：
掛
軸
52

中
井
天
生
書
幅
（「
功
名
不
可
為
忠
義
我
所
安
」）

Ｆ
10
：
掛
軸
72

春
雨
図

Ｆ
11
：
掛
軸
54
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中
井
天
生
書
幅
（「
皇
師
進
撃
頌
」）

Ｆ
12
：
掛
軸
45

履
軒
肖
像

Ｆ
13
：
掛
軸
46

並
河
寒
泉
書
幅
（「
黄
裳
命
名
云
々
」）

Ｆ
14
：
掛
軸
56

反
堂
先
生
草
書

Ｆ
15
：
掛
軸
73

顔
真
卿
書

Ｆ
16
：
掛
軸
34

採
蓮
図

Ｆ
17
：
掛
軸
31

解
子
伐
袁

Ｆ
18
：
掛
軸
10

五
井
蘭
洲
書
幅
（「
鶴
舞
先
年
寿
云
々
」）

Ｆ
19
：
掛
軸
33

逡
巡
碑

Ｆ
20
：
掛
軸
51

中
井
桐
園
詩
幅
（「
喜
息
生
疾
癒
」）

Ｆ
21
：
記
録
43

履
軒
宛
奉
公
人
（
ま
つ
）
請
状

Ｆ
22
：
書
簡
16

飯
岡
義
斎
与
女
（
し
づ
＝
梅
し
）
書
簡

Ｆ
23
：
掛
軸

竹
山
先
生
肖
像
画
幅

Ｆ
24
：
掛
軸
53

中
井
天
生
書
幅
（「
貞
烈
垂
儀
範
云
々
」）

Ｆ
25
：
天
生
関
係
40

天
生
書
往
生
院

Ｆ
26
：
記
録
30

軸
物
中
井
家
年
中
使
用
順
序
表

Ｆ
27
：
短
冊
２

中
井
竹
山
筆
短
冊

Ｆ
28
：
書
簡
10

桐
園
亡
父
遺
筆
書
簡
1
通
、
詩
（
庚
辰
）
１
紙

Ｆ
29
：
マ
ク
リ
36
・
37

菊
水
稿

Ｆ
29
（
重
複
）：
マ
ク
リ
37

並
河
寒
泉
詩
（「
菟
孫
蒲
質
脚
病
云
々
」）

Ｆ
30漢

文
練
習
用
原
文
数
十
枚　

亡
兄
手
写

Ｆ
31
：
記
録
54

履
軒
贈
位
関
係
文
書

Ｆ
32
：
掛
軸
１
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懐
徳
堂
先
賢
遺
稿
類

Ｆ
33
：
マ
ク
リ
27

早
野
反
堂
墓
誌
拓
本
等

Ｆ
34
：
掛
軸
38

履
軒
関
係
等
遺
稿
断
片

Ｆ
35
：
天
生
関
係
77

祭
文
告
文

Ｆ
36
：
天
生
関
係
49

天
生
筆
和
文
類

Ｆ
37
：
短
冊
１

中
井
養
仙
筆
辞
世
・
甃
菴
筆
等
中
井
家
短
冊

Ｆ
38
：
天
生
関
係
45

磐
上
閣
記

Ｆ
39郷

土
ト
伝
記
（
日
本
ノ
部
）

Ｆ
40
：
記
録
35

天
生
筆
懐
徳
堂
関
係
草
稿

Ｆ
41
：
記
録
53

貽
範
贈
位
関
係
文
書

Ｆ
42
：
記
録
55

竹
山
贈
位
関
係
文
書

Ｆ
43
：
天
生
関
係
41

天
生
遺
稿
等

Ｆ
44
：
天
生
関
係
75

天
生
之
水
哉
館
関
係
文
書

Ｆ
45
：
天
生
関
係
39

天
生
書
祭
文

Ｆ
46
：
記
録
69

中
井
二
三
関
係
書
類

Ｆ
47
：
掛
軸
23

竹
山
筆
識
語　

赤
壁
賦

Ｆ
47
：
掛
軸
24

顔
魯
公
書
告
身

Ｆ
47
：
掛
軸
25

双
鉤
草
稿

Ｆ
48
：
天
生
関
係
50

天
生
遺
稿

Ｆ
49
：
天
生
関
係
76

天
生
調
査
遺
稿

Ｆ
50
：
天
生
関
係
47

嵯
峨
九
懐
自
注
等

Ｆ
51
：
天
生
関
係
79

天
生
保
存
書
類

Ｆ
52
：
掛
軸
69
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山
田
方
谷
・
三
島
中
洲
文
稿
等

Ｆ
53
：
天
生
関
係
72

天
生
知
友
関
係
書
簡

Ｆ
54
：
記
録
２

旧
懐
徳
堂
及
水
哉
館
図
書
目
録

Ｆ
55
：
マ
ク
リ
41

直
指
庵
扁
額
拓
本
等

Ｆ
56
：
天
生
関
係
42

天
生
筆
詩
文
稿

Ｆ
57
：
マ
ク
リ
６

古
賀
精
里
他
四
先
生
墓
碑
拓
本

Ｆ
58中

井
し
う
関
連
鑑
定
書

Ｆ
59
：
マ
ク
リ
44

拓
本
類

第二次新田文庫暫定目録（一） ― 池田光子

137


